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●みんなの力作が勢揃い～お絵かきコンテスト～

ニライまつりで行われたお絵かきコンテストの表彰式が、３月７日(土)北谷町役場一階の町民ギャラリーで行われ

ました。

約１１００点の作品の中から受賞された２０点の作品は、Ｔシャツにプリントされ受賞者にѤられました。

展示された自分の絵のŤで家族と記念写真を撮るなど盛り上がっていました。
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■飲酒運転根絶宣言・署名運動集計結果 ６

■指定ごみ袋等の納品を希望する町ŏ業者の方へ ６
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★通常、接種年齢の早い時期に予防接種を受けると・・・
接種効果が早い時期から発揮されるため、対象疾病にほとんどかかりません。

万一、かかったとしても軽く済みます。

対象の方には、保健相談センターより通知が届きますので、対象年齢になったら早めに接種するようにして下さい。

●平成２１年度の定期予防接種の日程について

①集団接種：保健相談センターで一斉に行う予防接種

②個別接種：医療機関で受ける予防接種

※日本脳炎は、新ワクチンが開発されるまで

個別通知を差し控えています。

予防接種“定期接種は無料で受けられます。”

＊２年に１度は婦人科健診を受けましょう＊

◆健康だより◆ 北谷町保健相談センター　℡ 936-4336

接種種類 È　程 �rËĮ 発送È 通知月Ľ

ポリオ
５月13日(水)

14:00～15:00

４月24日 H19.7.1～H20.12.9生

10月７日(水) ９月18日 H19.12.10～H21.6.30生

ＤＴ ７月30日(木) ７月10日 H9.4.2～H10.4.1生

ＭＲ3期 ８月５日(水) ７月17日 H8.4.2～H9.4.1生

ＭＲ4期 ８月６日(木) ７月17日 H3.4.2～H4.4.1生

ＢＣＧ

６月５日(金)

14:30～15:30

５月22日 H20.12.7～H21.3.6生

９月11日(金) ８月21日 H21.3.13～H21.6.12生

12月４日(金) 11月20日 H21.6.13～H21.9.6生

３月５日(金) ２月19日 H21.9.7～H21.12.7生

接種種類 È　程 ¤施�所 通知月Ľ

ＤＰＴ

通年

(４月～３月)
指定医療機関

対象年齢の方には個

別に通知します。

ＭＲ

(麻しん・風しん)

日本脳炎(※)

健　ĕ　項　目 料　金

¡宮がI健ĕ 問診、視診、ŏ診、子宮頸部細胞診 1�800円

乳がI健ĕ 問診、視触診 600円

マbモグラフィ 問診、視触診、乳房Ｘ線撮影 2�400円

●受　け　方　　保健相談センターより４月下旬頃、対象の方へ通知書が届きますので、実施医療機関に電話
予約してから受診してください。
受診の際には、必ず通知書をご持参ください。

●持っていくもの 料金と通知ハガキ
●実施医療機関　お手元に届く通知ハガキをご参照ください。※事Ťに医療機関への電話予約が必要です。

●定期予防接種について
定期予防接種･･･ポリオ、ＭＲ（麻しん・風しん）、ＤＰＴ（ジフテリア、百日ぜき、破傷風の三種混合）、ＤＴ、ＢＣＧ、日本脳炎

ŌŌ�� ĕĕ 期期 ĮĮŌŌ

ŌŌ対対　象象　ččŌŌ
子宮がん検診 町ŏǁ住の２０歳以上の女性でŤ年度˕受診の方

乳 が ん検診 町ŏǁ住の４０歳以上の女性でŤ年度˕受診の方

（※年齢は、平成２２年３月３１日までに達する年齢が基準となります。）

ŌŌ 料料　金金 ŌŌ

平成２１年５月１日(金)～平成２２年１月３１日(日)
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①ļ額íĺĢの支給Èが変わります

­¸Ńł年度&らļ額íĺĢの支給Èが、 に変わります。0だ

,、ŇÈが土È・祝Èにあ0E�合は、Č金融機į営ÖÈに7ります。

例：­¸Ńł年Ņ月に北谷町´�窓口でëĝ,0�合　　Ň月８È支給

­¸Ńł年５月に北谷町´�窓口でëĝ,0�合　　７月ŇÈ支給

②ļ額íĺĢの支給決£通知ハガキの送rが廃止されます　
これまで沖縄県¶期ļĽč�í広域連合&ら送rされてい0ļ額íĺĢの支給決£通

知ハガキľ支給額・振込予£È等お知らせハガキĿは、経Ģ節減の0?、Ņ月以降送r

され7いこ66広域連合において決£されま,0。ļ額íĺĢが振り込まれ0�合、通

帳に「¶期ļ額」6表示されますので、今¶は通帳での*確認をお願い,ます。

ľお問い合せ先Ŀ沖縄県¶期ļĽč�í広域連合 事Ö課 ��� ９Ňń－８Łłń

北谷町´� 保健衛生課　 ��� ９ńŇ－łŃńŅľ内ĉŃŅ５Ŀ

ĬĬ§§ľľ¶¶期期ļļĽĽččĿĿ��ííののļļ額額ííĺĺĢĢににįįすすEEおお知知ららせせ

ëëĝĝ月月ののČČ  月月ののŇŇÈÈ

ĬĬ§§ľľ¶¶期期ļļĽĽččĿĿ��íí制制度度ののおお知知ららせせ

健診は、年に一度の点検日

今年度も、住民健診が４月からはじまります。日程については下記をご覧下さい。

対象の方には、北谷町より４月～８月までに対象行政区ごとに通知書が届きますので、

検査Ӑ目・料金については、そちらをご覧下さい。

平成２１年度　住民健診の日程

日 場　所 対 象 行 政 区 受 付 時 間

１ ４月３０日（木） 宮城区公民館 宮城

ＡＭ８：００～ＡＭ１０：３０

２ ５月　１日（金） 美浜地区学習等供用施設(美浜区公民館) 美浜・宮城

３ ５月１１日（月） 桃原区公民館 桃原

４ ５月２１日（木） ちゃたんニライセンター①
桑江

５ ５月２２日（金） ちゃたんニライセンター②

６ ５月２６日（火） 北玉区公民館 北玉・宇地原

７ ５月３１日（日） 保健相談センター① 全行政区

８ ６月１２日（金） 謝苅区公民館 謝苅

９ ６月２１日（日） 保健相談センター② 全行政区

10 ６月２４日（水） 上勢区公民館①
上勢頭

11 ６月２５日（木） 上勢区公民館②

12 ７月　６日（月） 北Ť区公民館 北Ť

13 ７月１２日（日） 北谷町役場 全行政区

14 ７月２１日（火） 栄口区公民館①
栄口

15 ７月２２日（水） 栄口区公民館②

16 ８月２７日（木） 砂辺区公民館 砂辺

17 10月　４日（日） 保健相談センター③ 全行政区

※ご自分の行政区が対象となっている日程で受診できない場合には、他の検診日に受診することができます。

ご都合の良い日に受診下さい。

◆健康だより◆ 北谷町保健相談センター　℡ 936-4336
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北谷町立図書館は町ŏに住んでいる（住民登録をしている）方、町ŏに通勤・通学して

いる方ならどなたでも利用できます。はじめての方は利利用用申申込込書書にに必必要要事事ӐӐをを記記入入しし、、住住

所所がが確確認認ででききるるもものの（（免免許許証証・・保保険険証証ななどど））をを添添ええててカカウウンンタターーのの職職員員へへおお出出しし下下ささいい。。

（但し、ǁ勤・ǁ学の方は勤務証明・学生証が必要になります。）すぐに、利用カードを作

成します。又、すでに利用カードをお持ちの方は、４月以降の来館時に更更新新手手続続ききが必要

となりますので、詳しくは職員にお尋ねください。

※※利利用用カカーードドををɗɗれれたた方方へへのの資資料料のの貸貸出出ははででききまませせんんののでで、、図図書書館館へへ来来館館すするるととききはは「「利利

用用カカーードド」」ををɗɗれれずずににごご持持参参下下ささいい。。

第51回　こどもの読書週間
**Ņ月ŃńÈ(Ð)Ō５月łŃÈ(火)**

××ĚĚ「「ÿÿĶĶののWW\\SSはは本本のの中中」」
４月23日は「子ども読書の日」として法律により定められて

います。これは、国民の間に広く子どもの読書活動についての

関心と理解を深めるとともに、子どもが積極的に読書活動を行

う意欲を高めるために設けられたものです。
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Ōはじ?て図書館を利用すE方へŌ

今月のおは7,会
ľ�所:おは7,のへAĿ

☆４月11日(土) 午Ť11時～

(図書館ボランティア　ナルカ)

☆４月18日(土) 午Ť11時～

（図書館職員）

☆４月25日(土) 午Ť11時～

(図書館ボランティア　ナルカ)

登録者ʪ 60 人

利用者ʪ 2�912 人

貸出冊ʪ 12�092 冊

２月の利用̞͗
(開館日ʪ 22日)

◎｢明治維新と平田国学｣ 国立歴史民俗博物館　編集

◎｢第4回 意見発表コンクール2008｣(株)かりゆし事業本部 発行

その他多ʪ

ごごǻǻѤѤあありりががととううごござざいいままししたたごごǻǻѤѤあありりががととううごござざいいままししたた

一 般 向 け

★君が悪い 新堂 冬樹　著

★遠い花火 辻井 喬　著

★八番筋力ウンシル

津村 記久子　著

★丸ごとわかる薬の常識

檜山 幸孝・山本 葉子　著

★オバマ

ロバータ・エドワーズ　著

★おばけ屋のおばけてぶくろ

あわた のぶこ 著

★おそとがきえた！

角野 栄子　著

児 童 向 け 視 聴 覚 資 料

【ＤＶＤ】

★靖国 YASUKUNI

★あの人に会いたい 第1巻～第3巻

★大人のための読み語り Vol.3

【ＣＤ】

★南国時流（伊禮 麻乃）

★裏 SHOPPING（ORANGE RENGE）

★Cocco ベスト�裏ベスト�˕発表曲集(Cocco)

★喜例カリー（松田 弘一）

★Ｒｏｏｔｓ～琉球祝歌（よなは 徹）

新刊案ŏ

ニライまつり(2009.2/7・2/8)

図書館ガイドツアー

北谷町立図書館

��� ９ńŇ－ń５ŅŃ

FAX ９ńŇ－Ņ５Ň７

●図書館長による閉架書庫の案ŏ



平平成成２２１１年年度度

施政方針施政方針

３月３日(火)、平成21年第347回北谷町議会定例会の初日に、
野国昌春町長が平成21年度の施政方針演説を行いました。
この中で町長は、「常に町民の立場に立って、町民が不安なく、

安心して暮らせる地域づくりのために健康、福祉、教育等の施
策に重点的に取り組んでまいります。」と所信表明を行いました。
施政方針の全ŏ容を、町民の皆様にお知らせいたします。
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●●平成平成2121年度施政方針年度施政方針

１１
　
はは
じじ
めめ
にに

部
地
域
の
道
路
・
公
園
等
の
整

備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
重

度
心
身
障
害
者
（
児
）
の
医
療

費
助
成
及
び
子
育
て
を
支
援
す

る
乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
拡
充

並
び
に
障
が
い
者
の
自
立
を
支

援
す
る
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
の
建
設
、
ま
た
、
平
和
行
政
、

基
地
問
題
、
観
光
及
び
国
際
映

画
祭
等
の
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
、

プ
ロ
野
球
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団

体
の
キ
ャ
ン
プ
等
の
支
援
、
観

光
協
会
の
設
立
及
び
美
浜
地
区

学
習
等
供
用
施
設
の
整
備
、
ま

た
、
教
育
・
文
化
等
の
推
進
と

し
て
、
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒

に
対
応
す
る
特
別
支
援
教
育
の

充
実
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
る

た
め
両
中
学
校
屋
外
運
動
場
へ

の
夜
間
照
明
施
設
の
整
備
、
行

財
政
改
革
の
着
実
な
実
施
、
そ

の
他
住
民
生
活
に
必
要
な
施
策

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
町
民
の
皆
様
は
も

と
よ
り
、
議
会
、
各
界
各
層
の

多
大
な
ご
支
援
、
ご
協
力
に
よ

り
概
ね
初
期
の
目
標
を
達
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

場
を
か
り
て
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

さ
て
、
国
際
社
会
に
お
い
て

は
、
米
国
発
の
ô
界
的
な
金
融

危
機
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

混
迷
を
深
め
る
国
際
情
勢
の
渦

中
で
発
足
し
た
オ
バ
マ
政
権

は
、
国
際
社
会
の
転
換
期
と
し

て
各
国
が
注
目
し
て
お
り
、
ま

た
、
わ
が
国
の
政
治
経
済
へ
の

影
響
に
つ
い
て
も
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
国
際

社
会
に
お
い
て
は
、
地
球
温
暖

化
等
に
よ
る
ô
界
規
模
の
環
境

問
題
、
絶
え
る
こ
と
の
な
い
国

際
紛
争
等
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を

か
か
え
て
い
ま
す
。

国
ŏ
に
お
い
て
は
、
ô
界
的

な
金
融
危
機
や
円
高
で
企
業
業

績
が
急
激
に
悪
化
し
て
お
り
、

自
動
車
や
電
気
な
ど
の
主
要
企

業
が
決
算
見
通
し
を
赤
字
や
大

幅
減
益
に
相
次
い
で
修
正
し
て

い
ま
す
。
そ
の
影
響
か
ら
派
遣

労
働
者
の
解
雇
等
が
お
お
き
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
国
ŏ
に
お
い
て

は
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
将
来

の
労
働
力
不
足
、
医
療
費
の
増

加
、
年
金
問
題
等
多
く
の
課
題

を
か
か
え
て
お
り
ま
す
。

本
県
経
済
に
つ
い
て
は
、
沖

縄
総
合
事
務
局
が
１
月
に
報
告

し
た
「
管
ŏ
経
済
情
勢
報
告
」

に
よ
る
と
、
「
管
ŏ
経
済
は
、

国
ŏ
経
済
情
勢
を
主
因
に
、
観

光
の
好
調
さ
に
か
げ
り
が
み
ら

れ
は
じ
め
、
雇
用
情
勢
は
厳
し

く
な
っ
て
き
て
お
り
、
個
人
消

費
は
横
ば
い
を
保
っ
て
い
る
も

の
の
、
全
体
と
し
て
み
る
と
弱

含
ん
で
い
る
。
」
と
報
告
し
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
͗
̞
下
に
お
い

て
、
県
の
平
成
21
年
度
当
初
予

算
案
の
最
終
ŏ
示
で
は
、
２
６

９
億
円
の
収
支
不
足
に
対
応
す

る
た
め
、
財
政
調
整
基
金
な
ど

主
要
四
基
金
か
ら
８
０
億
円
を

取
り
崩
す
ほ
か
、
退
職
手
当
債

な
ど
１
６
９
億
円
の
新
た
な
地

方
債
発
行
で
補
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す

本
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
西

海
岸
地
域
の
開
発
や
フ
ィ
ッ
シ

ャ
リ
ー
ナ
整
備
事
業
の
進
捗
に

よ
り
、
今
後
も
固
定
資
産
税
な

ど
町
税
収
入
が
伸
び
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
町
独
自
の
税
源
涵
養
策
に
よ

り
本
町
の
財
政
力
指
ʪ
は
、
大

き
く
上
昇
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
一
方
で
は
、
国
の
行
財
政

改
革
等
に
伴
い
普
通
交
付
税
が

反
̐
例
的
に
落
ち
込
み
、
財
政

運
営
に
支
障
を
き
た
す
͗
̞
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
経
常

収
支
̐
率
も
約
９
０
パ
ー
セ
ン

ト
台
ま
で
悪
化
し
、
財
政
の
硬

直
化
が
顕
著
に
な
っ
て
い
ま

す
。一

方
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
う
え
で
大
き
な
障
害
と
な

っ
て
い
る
基
地
問
題
に
つ
い
て

は
、
平
成
18
年
５
月
の
ǁ
日
米

軍
再
編
最
終
報
告
の
合
意
に
よ

る
地
元
の
負
担
軽
減
は
、
˕
だ

実
感
で
き
な
い
͗
̞
に
あ
り
ま

す
。
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
に
つ
い

て
の
具
体
的
な
返
還
の
規
模
や

時
期
も
˕
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て

お
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
嘉
手
納

基
地
に
お
い
て
も
基
地
の
機
能

強
化
だ
け
が
目
立
つ
現
͗
で
あ

り
ま
す
。

私
は
、
町
長
就
任
以
来
、
町

民
と
の
対
話
を
基
本
に
、
町
民

並
び
に
町
ŏ
の
各
種
団
体
等
の

意
見
を
尊
重
し
、
公
平
・
公
正

で
民
主
的
な
行
政
運
営
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
に
お
き
ま
し
て

は
、
以
上
述
べ
ま
し
た
現
͗
認

識
を
踏
ま
え
、
厳
し
い
財
政
͗

̞
の
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
激

動
す
る
社
会
情
勢
に
的
確
に
対

応
し
、
適
切
で
効
果
的
な
行
財

政
運
営
に
努
め
、
す
べ
て
の
町

民
が
地
域
の
中
で
共
に
支
え
合

い
な
が
ら
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
社
会
を
創
出
し
て
い
く
所

存
で
あ
り
ま
す
。

平
成
21
年
第
３
４
７
回
北
谷

町
議
会
定
例
会
の
開
催
に
当
た

り
、
平
成
21
年
度
の
町
政
運
営

の
基
本
と
な
る
予
算
案
を
は
じ

め
、
諸
議
案
の
説
明
に
先
立
ち
、

ま
ず
町
政
運
営
に
当
た
っ
て
の

私
の
所
信
の
一
端
を
申
し
述

べ
、
議
員
各
位
並
び
に
町
民
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

私
は
、
町
長
に
就
任
し
て
４

年
目
に
入
り
、
一
期
目
の
任
期

の
最
終
年
次
を
迎
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
就
任
以
来
今
日

ま
で
一
貫
し
て
「
町
民
と
の
対

話
」
を
町
政
推
進
の
基
本
姿
勢

と
し
て
、
町
民
の
皆
様
に
約
束

し
ま
し
た
公
約
実
現
の
た
め

に
、
誠
心
誠
意
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、

本
町
の
核
と
な
る
桑
江
伊
平
地

区
の
土
地
区
画
整
理
事
業
、
観

光
・
リ
ゾ
ー
ト
産
業
及
び
水
産

業
の
振
興
を
図
る
た
め
の
フ
ィ

ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
整
備
事
業
、
東
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町町
政政
にに
対対
すす
るる

基基
本本
方方
針針

２２

心
を
育
て
て
い
く
こ
と
は
一
層

重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
戦
争
に
よ
っ

て
受
け
た
悲
惨
な
体
験
・
教
訓

を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
沖

縄
戦
並
び
に
広
島
・
長
崎
の
原

爆
被
害
の
実
相
を
次
ô
代
に
正

し
く
継
承
し
、
戦
争
の
な
い
平

和
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
努

め
ま
す
。

（
２
）
基
地
問
題
の
解
決
促
進

第
２
に
、
基
地
問
題
の
解
決

促
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。町

土
面
積
の
約
５
３
％
を
占

め
る
駐
留
軍
用
地
の
存
ǁ
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
さ
ま
た
げ
と
な

り
、
ま
た
、
米
軍
基
地
か
ら
派

生
す
る
事
件
・
事
故
は
、
町
民

生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。

今
後
も
、
米
軍
基
地
か
ら
派

生
す
る
騒
音
の
軽
減
や
嘉
手
納

以
南
の
返
還
な
ど
ǁ
日
米
軍
再

編
に
よ
る
住
民
の
負
担
軽
減
が

目
に
見
え
る
形
で
進
め
ら
れ
る

よ
う
、
嘉
手
納
飛
行
場
に
関
す

る
三
市
町
連
絡
協
議
会
（
三
連

協
）
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
と

の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
日
米
両

政
府
に
対
し
て
基
地
負
担
軽
減

及
び
地
位
協
定
改
正
を
強
く
求

め
て
い
き
ま
す
。

（
３
）
軍
用
地
の
返
還
と
跡
地

利
用
の
推
進

第
３
に
、
軍
用
地
の
返
還
と

跡
地
利
用
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
桑
江
北
側
地
区
に

お
け
る
桑
江
伊
平
土
地
区
画
整

理
事
業
を
推
進
し
、
「
職
住
近

接
型
」
の
中
心
市
街
地
の
形
成

を
図
り
ま
す
。

返
還
が
予
定
さ
れ
て
い
る
キ

ャ
ン
プ
桑
江
南
側
部
分
は
、
北

側
地
区
及
び
西
海
岸
地
域
と
一

体
と
な
っ
た
活
用
を
図
る
た
め

の
跡
地
利
用
計
画
を
策
定
し
ま

す
。ǁ

日
米
軍
再
編
協
議
に
お
い

て
返
還
対
象
と
な
っ
て
い
る
キ

ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
地
区
に
つ
い
て

は
、
中
南
部
都
市
圏
の
大
規
模

跡
地
に
つ
い
て
ŏ
閣
府
が
進
め

て
い
る
、
「
今
後
の
跡
地
利
用

の
展
開
方
策
に
関
す
る
検
討

会
」
の
͗
̞
を
注
視
し
な
が
ら
、

跡
地
利
用
の
調
査
、
検
討
を
進

め
ま
す
。

ま
た
、
町
民
生
活
や
ま
ち
づ

く
り
に
必
要
な
駐
留
軍
用
地
の

返
還
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

（
４
）
産
業
の
振
興
と
雇
用
の

創
出第

４
に
、
産
業
の
振
興
と
雇

用
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

本
町
の
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を

見
据
え
た
産
業
基
盤
の
整
備
を

図
り
ま
す
。

本
町
の
産
業
構
造
は
、
小
売

商
業
や
観
光
業
の
第
３
次
産
業

が
大
き
な
̐
重
を
占
め
て
い
る

こ
と
か
ら
、
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト

産
業
を
中
心
と
す
る
第
３
次
産

業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
水

産
業
及
び
農
業
の
振
興
に
取
り

組
み
ま
す
。

特
に
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
産
業

は
、
総
合
産
業
で
あ
り
関
連
産

業
へ
の
波
及
効
果
が
大
き
く
、

経
済
を
担
う
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産

業
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
本

町
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
施
策
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
県
及
び

町
ŏ
関
係
団
体
と
連
携
し
、
質

の
高
い
観
光
リ
ゾ
ー
ト
地
の
形

成
を
図
り
ま
す
。

地
場
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

は
、
産
業
総
合
展
示
会
等
を
通

し
た
特
産
品
開
発
の
推
奨
、
啓

発
活
動
に
よ
る
産
業
育
成
を
図

る
と
と
も
に
、
町
商
工
会
及
び

町
観
光
協
会
等
と
連
携
し
、
町

産
品
の
販
売
促
進
支
援
の
た

め
、
情
報
発
信
に
取
り
組
み
ま

す
。情

報
通
信
関
連
産
業
に
つ
い

て
は
地
域
指
定
の
制
度
を
活
用

し
、
情
報
関
連
企
業
の
誘
致
を

推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
雇
用
の

創
出
に
つ
い
て
は､

フ
ィ
ッ
シ

ャ
リ
ー
ナ
事
業
地
区
及
び
桑
江

伊
平
土
地
区
画
整
理
地
域
に
、

情
報
関
連
産
業
や
観
光
産
業
等

の
誘
致
を
図
り
、
雇
用
・
就
業

の
場
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
町
商
工
会
や
沖
縄
県

の
人
材
育
成
及
び
就
業
支
援
施

策
と
の
連
携
並
び
に
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
と
の
連
携
を
図
り
若
年
層

の
就
業
を
支
援
し
ま
す
。

（
５
）
健
康
・
福
祉
の
推
進
　

第
５
に
、
健
康
・
福
祉
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。我

が
国
で
は
、
少
子
高
齢
化
、

核
家
族
化
が
進
行
し
、
本
町
に

お
い
て
も
介
ё
、
子
育
て
な
ど
、

福
祉
ニ
ー
ズ
は
増
大
か
つ
複
雑

化
し
て
い
ま
す
。
乳
幼
児
か
ら

高
齢
者
ま
で
の
す
べ
て
の
町
民

が
、
心
身
共
に
健
康
で
、
地
域

の
中
で
共
に
支
え
合
い
な
が
ら

安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
地
域

社
会
の
形
成
を
図
る
た
め
、
保

健
・
医
療
・
福
祉
の
各
分
野
が

一
体
と
な
っ
て
、
福
祉
、
健
康

づ
く
り
な
ど
施
策
の
拡
充
を
図

り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
、
障
が
い
者

（
児
）
福
祉
に
つ
い
て
は
、
高

齢
者
、
障
が
い
者
（
児
）
及
び

そ
の
家
族
の
立
場
に
立
っ
た
介

ё
予
防
及
び
自
立
支
援
施
策
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

子
育
て
支
援
に
つ
き
ま
し
て

は
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長

と
子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み
育

て
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会

の
形
成
を
目
指
し
、
「
北
谷
町

次
ô
代
育
成
支
援
行
動
計
画
」

に
基
づ
い
て
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

町
政
運
営
に
当
た
り
ま
し
て

は
、
常
に
町
民
の
立
場
に
立
っ

て
、
町
民
が
不
安
な
く
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の

た
め
に
健
康
、
福
祉
、
教
育
等

の
施
策
に
重
点
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
社
会
基
盤
の
整
備
に

つ
い
て
は
厳
し
い
財
政
͗
̞
の

中
、
限
り
あ
る
財
源
を
重
点
的

か
つ
効
果
的
に
投
入
し
、
将
来

に
向
け
て
本
町
が
持
続
的
に
発

展
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
独

自
性
の
あ
る
事
業
を
積
極
的
に

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

基
本
方
針
と
し
て
平
和
行
政

の
推
進
、
基
地
問
題
の
解
決
促

進
、
軍
用
地
の
返
還
と
跡
地
利

用
の
推
進
、
産
業
の
振
興
と
雇

用
の
創
出
、
健
康
・
福
祉
の
推

進
、
住
み
良
い
住
環
境
の
整
備
、

教
育
・
文
化
等
の
推
進
、
行
政

改
革
の
推
進
及
び
ͯ
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
を
柱
と
し
て
、

以
下
の
基
本
的
な
考
え
方
に
立

っ
て
町
政
運
営
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

（
１
）
平
和
行
政
の
推
進

第
１
に
、
平
和
行
政
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

戦
後
64
年
目
を
迎
え
た
今

日
、
戦
時
体
験
者
が
減
少
し
て

い
く
な
か
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を

後
ô
に
伝
え
平
和
を
希
求
す
る



広報　ちゃたん　　　４

上
・
下
水
道
及
び
雨
水
排
水
事

業
等
の
整
備
事
業
に
取
り
組
み

ま
す
。

都
市
化
が
進
展
し
た
西
海
岸

地
域
に
つ
い
て
は
、
防
犯
、
緑

化
整
備
、
交
通
渋
滞
解
消
の
た

め
の
道
路
整
備
な
ど
住
民
や
観

光
入
域
者
等
に
や
さ
し
い
魅
力

的
な
住
環
境
整
備
に
努
め
ま

す
。①

　
都
市
基
盤
の
整
備

北
谷
町
で
は
、
近
年
の
加
速

度
的
な
市
街
地
開
発
に
伴
い"

ま
ち"

の
姿
が
大
き
く
変
貌
し

て
き
て
お
り
、
年
々
減
少
し
失

わ
れ
て
い
く
自
然
環
境
の
保
全

や
活
用
、
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
で
示
さ
れ
た"
土
地
利
用
計

画"

や"

ま
ち
づ
く
り
基
本
方
針

"

に
基
づ
き
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

両
面
に
配
慮
し
た
都
市
基
盤
整

備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

道
路
、
公
園
、
河
川
な
ど
の

都
市
基
盤
施
設
は
、
町
民
の
文

化
的
生
活
の
向
上
や
地
域
経
済

の
発
展
、
活
性
化
に
欠
か
す
こ

と
が
出
来
な
い
施
設
で
あ
り
、

今
後
も
計
画
的
な
整
備
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
に
整
備
・
蓄
積
さ
れ
て

き
た
公
共
施
設
の
維
持
管
理
や

将
来
の
改
築
・
改
修
も
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

本
町
西
海
岸
地
域
に
お
い
て

は
、
土
地
の
高
度
利
用
が
顕
著

に
表
れ
、
商
業
施
設
の
集
積
や

マ
ン
シ
ョ
ン
等
新
た
な
大
型
居

住
施
設
の
建
設
に
伴
っ
て
、
交

通
混
雑
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
道
路
網
の
見
直
し
、
歩

行
者
や
景
観
に
配
慮
し
た
道
路

構
造
・
植
栽
な
ど
に
も
検
討
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

都
市
に
潤
い
を
も
た
ら
す
公
園

や
緑
地
な
ど
の
公
共
空
間
の
維

持
管
理
や
改
善
、
河
川
、
排
水

路
の
整
備
に
よ
る
風
水
害
の
防

止
や
公
共
水
域
の
保
全
も
不
可

欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
道
58
号
か
ら
東
側
を
主
と

し
た
既
成
市
街
地
に
お
い
て

は
、
通
過
交
通
の
処
理
を
担
う

幹
線
道
路
と
地
区
ŏ
生
活
道
路

の
役
割
を
明
確
に
誘
導
で
き
る

よ
う
な
道
路
整
備
や
公
園
緑
地

の
適
正
配
置
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

上
・
下
水
道
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
桑
江
伊
平
地
区
に
新
た

な
事
業
を
展
開
し
て
い
く
と
と

も
に
、
経
年
に
よ
り
劣
化
し
た

管
路
の
敷
設
替
え
に
つ
い
て
も

年
次
的
に
対
応
し
て
い
き
ま

す
。②

　
環
境
共
生
型
社
会
の
形

成
環
境
問
題
に
つ
い
て
は
、
自

然
と
人
間
が
共
生
す
る
「
循
環

型
社
会
」
の
構
築
を
施
策
の
基

本
に
し
て
、
ご
み
の
資
源
化
・

減
量
化
、
地
球
温
暖
化
防
止
な

ど
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
「
北
谷
町
一

般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」
に

基
づ
き
、
分
別
収
集
の
一
層
の

徹
底
、
草
木(

く
さ
き)

類
資
源

化
処
理
の
推
進
な
ど
、
町
民
・

事
業
者
・
町
が
一
体
と
な
っ
て

ご
み
の
減
量
化
、
ご
み
問
題
の

解
決
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
人

と
自
然
が
調
和
し
た
循
環
型
社

会
の
形
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

あ
わ
せ
て
地
球
温
暖
化
防
止

の
観
点
か
ら
、
町
民
一
人
ひ
と

り
が
大
量
消
費
な
ど
の
日
常
生

活
を
見
つ
め
直
す
取
り
組
み
を

推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
「
地
球

温
暖
化
防
止
実
行
計
画
」
に
基

づ
き
、
町
の
事
務
及
び
事
業
に

よ
っ
て
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
抑
制
に
努
め
ま

す
。③

　
安
全
・
安
心
な
町
の
形

成
本
町
は
、
返
還
軍
用
地
跡
地

利
用
事
業
、
公
有
水
面
埋
立
事

業
及
び
都
市
基
盤
整
備
事
業
の

実
施
に
伴
い
、
都
市
化
が
進
展

し
て
い
ま
す
。

町
が
発
展
す
る
な
か
で
、
住

み
良
い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
に

は
、
住
民
及
び
来
訪
者
の
方
々

が
、
安
全
で
安
心
し
て
憩
い
、

暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
が
重
要

で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
関

係
機
関
及
び
地
域
と
の
連
携
に

よ
る
防
犯
活
動
・
交
通
安
全
運

動
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

犯
罪
防
止
の
た
め
、
地
域
、
住

民
及
び
事
業
者
等
県
民
総
ぐ
る

み
で
取
り
組
む
「
ち
ゅ
ら
さ
ん

運
動
」
を
推
進
し
、
犯
罪
の
な

い
安
全
・
安
心
な
町
を
実
現
し

ま
す
。

ま
た
、
大
規
模
な
自
然
災
害

の
発
生
に
備
え
、
防
災
講
習
会

等
を
通
じ
災
害
発
生
時
の
対
応

及
び
自
主
防
災
意
識
の
啓
発
を

図
る
と
と
も
に
、
訓
練
の
実
施
、

緊
急
時
の
食
料
等
必
要
物
資
の

備
蓄
を
推
進
し
、
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

（
７
）
教
育
・
文
化
等
の
推
進

第
７
に
、
教
育
・
文
化
等
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。国

際
化
、
情
報
化
の
進
展
や

教
育
改
革
の
推
進
に
よ
り
社
会

͗
̞
が
大
き
く
変
化
す
る
中
に

あ
っ
て
、
普
遍
的
で
個
性
的
な

文
化
の
創
造
と
郷
土
の
自
然
や

文
化
に
誇
り
を
持
ち
、
英
知
と

創
造
性
に
̺
ち
た
次
代
を
担
う

人
材
育
成
を
目
標
と
し
た
教
育

施
策
や
町
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
創
造
性
に
富
ん
だ

特
色
あ
る
教
育
活
動
を
推
進
し

ま
す
。

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
幼

児
児
童
生
徒
一
人
一
人
に
「
確

か
な
学
力
」
「
豊
か
な
心
」
「
健

や
か
な
体
」
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

育
成
す
る
た
め
、
家
庭
や
地
域

と
の
連
携
に
立
っ
た
学
校
の
教

即
し
た
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

町
民
の
健
康
づ
く
り
の
指
針
で

あ
る
「
健
康
ち
ゃ
た
ん
21
」
に

基
づ
い
た
事
業
を
推
進
し
、
健

康
の
保
持
・
増
進
を
図
り
ま

す
。平

成
20
年
度
か
ら
実
施
さ
れ

て
い
る
、
75
歳
以
上
の
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
つ
き
ま
し
て

は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
も
あ
り
ま

す
が
、
今
後
と
も
、
関
係
機
関

と
連
携
し
円
滑
な
運
営
に
努
め

ま
す
。

ま
た
、
保
険
者
に
義
務
づ
け

ら
れ
た
40
才
～
74
才
ま
で
の
被

保
険
者
及
び
被
扶
養
者
に
対
し

て
の
、
「
特
定
健
診
・
保
健
指

導
」
に
よ
り
、
疾
病
の
予
防
に

取
り
組
み
ま
す
。

（
６
）
住
み
良
い
住
環
境
の
整

備
第
６
に
、
住
み
良
い
住
環
境

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

本
町
の
住
ǭ
地
は
、
地
域
ご

と
に
異
な
っ
た
特
性
や
課
題
を

抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
地
域
特

性
に
見
合
っ
た
基
盤
整
備
や
環

境
整
備
を
行
い
快
適
で
質
の
高

い
住
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。既

存
の
旧
市
街
地
は
、
生
活

基
盤
整
備
が
不
十
分
な
地
域
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
生
活
道
路
、

街
区
公
園
（
宇
地
原
・
北
玉
）
、
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ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
と
と
も

に
、
地
域
情
報
の
発
信
や
町
民

交
流
の
拠
点
と
し
て
の
活
用
や

機
能
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い

て
は
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
及

び
北
谷
町
青
少
年
支
援
セ
ン
タ

ー
を
は
じ
め
関
係
機
関
や
団
体

と
連
携
し
、
青
少
年
健
全
育
成

協
議
会
の
活
動
の
充
実
・
強
化

を
図
る
と
と
も
に
、
家
庭
教
育

力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

文
化
行
政
に
つ
い
て
は
、
文

化
財
が
郷
土
の
歴
史
・
文
化
に

触
れ
、
心
豊
か
な
生
活
を
営
む

た
め
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
こ

と
に
鑑
み
、
伊
礼
原
遺
跡
の
国

指
定
重
要
文
化
財
の
指
定
申
請

を
行
う
と
と
も
に
、
文
化
財
の

保
存
・
活
用
等
に
よ
る
文
化
振

興
や
地
域
の
振
興
を
図
る
た

め
、
博
物
館
建
設
を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
埋
蔵
文
化
財
の
発

掘
調
査
を
継
続
し
、
発
掘
さ
れ

た
文
化
財
の
展
示
・
公
開
を
図

り
ま
す
。

ま
た
、
優
れ
た
伝
統
芸
能
の

観
賞
や
青
少
年
に
よ
る
演
劇
等

を
継
続
し
て
実
施
す
る
と
と
も

に
、
沖
縄
の
伝
統
芸
能
に
不
可

欠
な
「
し
ま
く
と
ぅ
ば
」
に
関

す
る
事
業
を
展
開
し
、
情
操
の

涵
養
や
芸
術
活
動
へ
の
参
加
の

気
運
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

社
会
体
育
に
つ
い
て
は
、
町

民
一
人
一
ス
ポ
ー
ツ
を
目
指

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
合
わ
せ
て
気
軽
に
ス
ポ

ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

親
し
め
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま

す
。ま

た
、
平
成
22
年
度
に
沖
縄

県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
高
等
学

校
総
合
体
育
大
会
に
向
け
て
町

実
行
委
員
会
と
連
携
し
事
業
を

推
進
し
ま
す
。

教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
浜

川
小
学
校
校
舎
改
築
事
業
等
の

学
校
教
育
施
設
整
備
や
社
会
教

育
施
設
整
備
に
取
り
組
み
ま

す
。学

校
給
食
に
つ
い
て
は
、
給

食
活
動
を
通
し
て
豊
か
な
心
の

育
成
と
社
会
性
を
涵
養
す
る
と

と
も
に
、
幼
児
児
童
生
徒
が
望

ま
し
い
食
習
慣
を
身
に
付
け
、

自
ら
の
健
康
管
理
が
で
き
る
よ

う
食
育
の
充
実
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
安
全
で
安
心
で
き

る
学
校
給
食
の
提
供
に
努
め
る

た
め
、
衛
生
管
理
の
徹
底
を
図

り
ま
す
。

（
８
）
行
政
改
革
の
推
進

第
８
に
、
行
政
改
革
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

分
権
型
社
会
シ
ス
テ
ム
へ
の

転
換
が
進
む
中
、
地
方
公
共
団

体
に
お
い
て
は
、
少
子
高
齢
化
、

情
報
化
、
国
際
化
及
び
町
民
ニ

ー
ズ
の
高
度
化
・
多
様
化
な
ど

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
一
層

適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
こ
の
間
実
施
さ
れ
て

き
た
「
三
位
一
体
の
改
革
」
に

よ
り
、
地
方
の
歳
入
歳
出
構
造

が
ま
す
ま
す
硬
直
化
し
て
き
て

い
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ

う
な
͗
̞
に
適
切
に
対
応
す
る

た
め
、
財
政
健
全
化
中
期
計
画
、

集
中
改
革
プ
ラ
ン
等
を
着
実
に

推
進
す
る
と
と
も
に
、
情
報
公

開
の
推
進
、
電
子
自
治
体
の
構

築
、
広
域
行
政
の
推
進
等
に
よ

り
行
政
運
営
の
効
率
化
に
取
り

組
み
ま
す
。

ま
た
、
地
方
分
権
に
伴
う
権

限
委
譲
等
に
対
応
す
る
た
め
、

職
員
の
政
策
形
成
能
力
の
向
上

や
専
門
研
修
に
よ
る
人
材
育
成

と
あ
わ
せ
て
横
断
的
な
事
務
処

理
が
で
き
る
よ
う
職
員
間
の
連

携
を
強
化
し
時
代
の
変
化
に
対

応
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実
現

に
努
め
ま
す
。

（
９
）
ͯ
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現第

９
に
、
ͯ
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

ͯ
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い

て
は
、
「
北
谷
町
ニ
ラ
イ
の
ま

ち
づ
く
り
ͯ
女
共
同
参
画
推
進

計
画
」
に
基
づ
き
、
ͯ
女
の
人

権
の
尊
重
、
社
会
に
お
け
る
制

度
又
は
慣
行
に
つ
い
て
の
配

慮
、
政
策
等
の
立
案
及
び
決
定
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へ
の
共
同
参
画
、
家
庭
生
活
に

お
け
る
活
動
と
他
の
活
動
の
両

立
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
町
ŏ
各
女
性
団
体
の

情
報
交
換
会
を
は
じ
め
町
民
向

け
の
各
種
講
座
や
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

町
民
意
識
向
上
を
図
る
た
め
機

関
誌
の
発
行
や
町
広
報
紙
に
よ

り
情
報
の
提
供
を
行
う
等
の
諸

施
策
を
計
画
的
に
推
進
し
ま

す
。以

上
、
町
政
運
営
に
当
た
っ

て
の
所
信
の
一
端
を
申
し
上
げ

ま
し
た
が
、
議
員
各
位
並
び
に

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

次
に
、
平
成
21
年
度
の
部
門

別
主
要
施
策
に
つ
い
て
ご
説
明

申
し
上
げ
ま
す
。

育
力
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
、

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
に
努

め
ま
す
。
学
力
向
上
対
策
に
つ

い
て
は
、
確
か
な
学
力
の
土
台

と
な
る
基
礎
学
力
の
向
上
や
情

報
活
用
能
力
の
育
成
及
び
国
際

化
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成

を
目
指
し
た
幼
小
中
の
体
系
化

さ
れ
た
英
語
教
育
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

さ
ら
に
、
職
場
見
学
や
職
場

体
験
学
習
、
道
徳
教
育
、
特
別

活
動
等
を
通
し
て
、
人
間
性
豊

か
な
幼
児
児
童
生
徒
を
育
成
す

る
た
め
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く

り
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、
い
じ
め
や
不
登
校
等

の
問
題
行
動
に
つ
い
て
は
、
子

ど
も
一
人
一
人
の
実
態
把
握
に

努
め
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
、

関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、

そ
の
防
止
に
努
め
ま
す
。

社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、
多

種
多
様
化
す
る
町
民
の
学
習
ニ

ー
ズ
に
即
し
て
、
町
民
が
い
つ

で
も
自
由
に
学
習
機
会
を
選
択

し
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
生
涯
学

習
社
会
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
町
民
一
人
一
人
が
生
き
が

い
の
あ
る
豊
か
な
人
生
を
築
け

る
よ
う
諸
施
策
を
展
開
し
ま

す
。と

り
わ
け
、
町
民
の
生
涯
学

習
活
動
の
拠
点
と
な
る
ち
ゃ
た

ん
ニ
ラ
イ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

は
、
あ
ら
ゆ
る
年
齢
層
の
学
習
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し
ま
す
。

（
２
）
軍
用
地
の
返
還
と
跡
地

利
用
の
推
進

本
町
に
お
い
て
は
、
駐
留
軍

用
地
が
ま
ち
づ
く
り
の
障
害
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
計
画

的
・
段
階
的
な
整
理
・
縮
小
を

促
進
し
て
い
き
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
桑
江
北
側
地
区
に

つ
い
て
は
、
行
政
庁
舎
を
中
心

と
し
た
業
務
機
能
の
集
積
と
利

便
性
の
高
い
「
職
住
近
接
型
」

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
国
が
計
画
す
る
国

道
58
号
拡
幅
事
業
に
つ
い
て

は
、
交
通
渋
滞
解
消
や
経
済
効

果
に
資
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
大
き

い
こ
と
か
ら
、
土
地
区
画
整
理

事
業
と
連
携
し
て
そ
の
整
備
を

促
進
し
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
桑
江
南
側
地
区
に

つ
い
て
は
、
Ť
年
度
か
ら
進
め

て
い
る
「
キ
ャ
ン
プ
桑
江
南
側

地
区
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
」

の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

周
辺
の
町
有
地
の
返
還
を
促
進

し
、
公
共
施
設
用
地
と
し
て
土

地
利
用
を
推
進
し
ま
す
。

（
３
）
産
業
の
振
興
と
雇
用
の

創
出産

業
に
つ
い
て
は
、
第
一
に

観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
産
業
を
推
進

し
ま
す
。

観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
産
業
に
つ

い
て
は
、
町
観
光
協
会
や
町
商

工
会
及
び
本
町
西
海
岸
地
域
に

お
け
る
既
存
の
商
業
施
設
や
大

型
ホ
テ
ル
は
も
と
よ
り
新
た
に

立
地
す
る
観
光
関
連
施
設
と
の

連
携
を
密
に
し
、
入
域
観
光
客

の
増
加
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
プ
ロ
野
球
や
各
種
ス
ポ
ー

ツ
団
体
の
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て

の
定
着
や
急
速
に
利
用
が
伸
び

て
い
る
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
推

進
し
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を

通
し
た
地
域
の
活
性
化
を
図
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
音
楽
や
国
際

映
画
祭
等
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
を

支
援
し
魅
力
あ
る
観
光
・
リ
ゾ

ー
ト
地
の
形
成
を
図
り
ま
す
。

併
せ
て
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
情

報
、
観
光
情
報
等
を
発
信
す
る

た
め
の
情
報
発
信
環
境
の
整
備

に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
北
谷
町
観
光
振
興
計

画
を
策
定
し
、
本
町
の
観
光
振

興
の
基
本
を
定
め
、
町
の
観
光

資
源
で
あ
る
文
化
遺
産
や
史
跡

の
活
用
及
び
体
験
・
滞
ǁ
型
観

光
等
の
観
光
メ
ニ
ュ
ー
の
創
出

に
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、

引
き
続
き
観
光
振
興
の
重
要
な

役
割
を
担
う
北
谷
町
観
光
協
会

の
運
営
を
支
援
し
ま
す
。

情
報
関
連
産
業
の
振
興
に
つ

い
て
は
、
「
情
報
通
信
産
業
振

興
地
域
」
指
定
の
制
度
を
活
用

し
、
引
き
続
き
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
の
育
成
を
支
援
し
雇
用
の
促

進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
関
連
研
修
や
各
種
技
能
講
座

を
開
催
し
、
次
代
を
見
据
え
た

情
報
通
信
関
連
産
業
の
振
興
を

推
進
し
ま
す
。

農
業
に
つ
い
て
は
、
狭
い
農

地
を
有
効
的
に
活
用
し
た
収
益

性
の
高
い
作
物
等
へ
の
転
換
や

有
機
農
業
を
奨
励
す
る
と
と
も

に
、
都
市
型
農
業
へ
の
転
換
や

農
業
従
事
者
の
育
成
に
よ
り
、

参
加
意
欲
の
高
揚
を
図
り
ま

す
。水

産
業
の
振
興
に
つ
い
て

は
、
北
谷
町
漁
業
協
同
組
合
が

策
定
し
た
振
興
計
画
の
事
業
化

及
び
経
営
安
定
化
に
向
け
た
自

主
事
業
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、

水
産
物
の
特
産
品
開
発
を
積
極

的
に
支
援
す
る
と
同
時
に
フ
ィ

ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
地
区
と
連
携
し

た
、
新
た
な
水
産
振
興
事
業
を

支
援
し
ま
す
。

フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
整
備
事

業
は
、
水
産
業
の
振
興
並
び
に

西
海
岸
一
ȣ
の
活
性
化
、
観
光
、

雇
用
に
大
き
く
ǻ
与
す
る
事
業

で
あ
り
、
継
続
し
て
施
設
整
備

及
び
企
業
誘
致
活
動
を
推
進
し

ま
す
。

雇
用
の
創
出
に
つ
い
て
は
、

フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
事
業
地
区

及
び
桑
江
伊
平
土
地
区
画
整
理

地
域
等
へ
の
企
業
誘
致
に
よ

り
、
雇
用
・
就
業
の
場
の
確
保

に
努
め
る
と
と
も
に
、
関
係
機

関
と
連
携
・
強
化
を
図
り
職
業

能
力
の
向
上
及
び
人
材
育
成
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
中
小

企
業
の
雇
用
者
の
福
利
厚
生
面

を
支
援
す
る
沖
縄
中
部
勤
労
者

福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
ゆ

い
ワ
ー
ク
）
及
び
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
勤
労

者
の
福
祉
の
向
上
、
高
齢
者
の

雇
用
を
促
進
し
ま
す
。

（
４
）
健
康
・
福
祉
の
推
進

地
域
福
祉
に
つ
い
て
は
、
町

民
一
人
ひ
と
り
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。
地
域
福
祉
の
中
心
的

な
担
い
手
で
あ
る
町
社
会
福
祉

協
議
会
の
運
営
を
支
援
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
を
図
り
な

が
ら
、
災
害
時
要
援
ё
者
の
支

援
を
想
定
し
た
地
域
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
軸

に
し
て
地
域
及
び
関
係
機
関
と

協
働
し
な
が
ら
、
高
齢
者
の
保

健
の
向
上
及
び
福
祉
の
増
進
を

総
括
的
に
支
援
し
ま
す
。

障
が
い
者
（
児
）
福
祉
に
つ

い
て
は
、
「
北
谷
町
第
２
次
障

が
い
者
計
画
」
に
基
づ
き
、
サ

ー
ビ
ス
基
盤
の
整
備
に
努
め
る

と
と
も
に
、
各
種
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
強
化
を
図
り
ま
す
。

と
り
わ
け
障
が
い
者
の
地
域

移
行
支
援
、
地
域
に
お
け
る
生

活
支
援
及
び
社
会
復
帰
を
図
る

た
め
、
障
が
い
者
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
の
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（
１
）
平
和
行
政
と
基
地
問
題

の
解
決

行
政
を
推
進
す
る
上
で
、
平

和
で
あ
る
こ
と
は
何
よ
り
も
大

切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
和
行
政
に
つ
い
て
は
、
憲

法
講
演
会
や
平
和
推
進
旬
間
に

お
け
る
平
和
祈
念
祭
を
開
催

し
、
平
和
に
関
す
る
諸
事
業
の

実
施
に
よ
り
平
和
の
尊
さ
を
広

め
、
平
和
で
安
ら
ぎ
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
ま

た
、
中
・
高
校
生
に
対
す
る
平

和
教
育
の
一
環
と
し
て
の
「
広

島
・
長
崎
平
和
学
習
派
遣
事

業
」
や
「
戦
時
体
験
者
講
話
」

を
実
施
し
、
戦
争
体
験
を
風
化

さ
せ
る
こ
と
な
く
沖
縄
戦
並
び

に
広
島
・
長
崎
の
原
爆
被
害
の

実
相
を
次
ô
代
に
正
し
く
継
承

し
、
平
和
の
尊
さ
の
普
及
に
努

め
ま
す
。

基
地
問
題
に
つ
い
て
は
、
基

地
か
ら
派
生
す
る
事
件
・
事
故

へ
の
対
応
な
ど
様
々
な
課
題
が

あ
り
ま
す
。
特
に
、
嘉
手
納
基

地
に
お
い
て
は
、
パ
ラ
シ
ュ
ー

ト
降
下
訓
練
の
実
施
、
地
対
空

誘
導
弾
パ
ト
リ
オ
ッ
ト
ミ
サ
イ

ル
の
配
備
、
度
重
な
る
外
来
機

の
飛
来
、
深
夜
早
朝
の
即
応
訓

練
や
戦
闘
機
の
離
着
陸
に
お
け

る
騒
音
等
の
問
題
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ら
の
解
決
に
際
し
て

は
、
時
宜
を
得
た
行
動
を
展
開

３３
　
部部
門門
別別
主主
要要
施施
策策
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は
、
要
保
ё
児
童
に
対
す
る
切

れ
目
の
な
い
総
合
的
な
支
援
体

制
の
強
化
、
相
談
業
務
の
充
実

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
要
保
ё

児
童
の
早
期
発
見
を
促
進
し
ま

す
。
ま
た
、
養
育
困
難
家
庭
に

対
す
る
「
育
児
支
援
家
庭
訪
問

事
業
」
を
推
進
し
、
児
童
虐
待

の
˕
然
防
止
を
図
り
ま
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
等(

母
子
家

庭
、
寡
婦
及
び
父
子
家
庭)

に

対
し
て
は
、
母
子
・
父
子
家
庭

等
医
療
費
助
成
事
業
、
北
谷
町

母
子
寡
婦
福
祉
会
へ
の
助
成
な

ど
経
済
的
支
援
と
併
せ
て
、
自

立
促
進
の
た
め
の
総
合
的
な
施

策
を
推
進
し
ま
す
。

母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て

は
、
安
心
し
て
出
産
・
育
児
が

で
き
る
地
域
社
会
、
す
べ
て
の

子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
で
き

る
地
域
社
会
の
形
成
を
め
ざ
し

ま
す
。
妊
産
婦
に
つ
い
て
は
健

康
診
査
の
公
費
負
担
を
行
う
こ

と
で
妊
娠
・
出
産
に
係
る
経
済

的
不
安
を
軽
減
し
、
健
康
管
理

の
向
上
を
図
り
ま
す
。
子
ど
も

に
つ
い
て
は
健
や
か
な
育
成
を

支
援
す
る
た
め
、
小
学
校
就
学

Ť
ま
で
の
乳
幼
児
を
対
象
に
引

き
続
き
入
院
・
通
院
の
医
療
費

助
成
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

早
期
発
達
支
援
施
策
と
し
て
、

平
成
21
年
度
か
ら
１
歳
６
ヶ
月

児
健
診
及
び
３
歳
児
健
診
の
フ

ォ
ロ
ー
教
室
の
実
施
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

な
お
、
「
北
谷
町
次
ô
代
育

成
支
援
行
動
計
画
」
は
平
成
21

年
度
で
Ť
期
計
画
が
終
了
す
る

こ
と
か
ら
、
後
期
計
画
の
策
定

に
取
り
組
み
ま
す
。

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

「
健
康
ち
ゃ
た
ん
21
」
の
指
針

を
基
本
と
し
て
、
食
生
活
改
善

推
進
員
に
よ
る
地
域
組
織
活
動

の
強
化
、
気
軽
に
参
加
で
き
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
の
結

成
支
援
な
ど
、
地
域
の
健
康
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。
保
健
事

業
に
つ
い
て
は
、
健
康
的
な
生

活
習
慣
の
定
着
を
図
る
た
め
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

に
着
目
し
た
特
定
健
診
・
特
定

保
健
指
導
を
実
施
し
ま
す
。
併

せ
て
各
種
健
康
相
談
及
び
訪
問

事
業
に
よ
り
自
主
的
な
健
康
管

理
及
び
疾
病
の
予
防
を
推
進
し

ま
す
。

（
５
）
住
み
良
い
住
環
境
の
整

備
町
民
が
安
心
し
て
、
快
適
に

生
活
を
営
ん
で
い
く
上
で
、
道

路
、
公
園
、
上･

下
水
道
、
河

川
及
び
ё
岸
等
の
都
市
基
盤
施

設
の
整
備
は
重
要
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
の
都
市
基
盤
施
設
に
つ

い
て
次
の
よ
う
な
施
策
を
展
開

し
ま
す
。

①
　
道
路
の
整
備

道
路
に
つ
い
て
は
、
幹
線
道

路
の
交
通
渋
滞
の
緩
和
・
解
消

と
円
滑
な
交
通
機
能
を
確
保
す

る
た
め
、
国
道
58
号
拡
幅
事
業

や
県
道
24
号
線
バ
イ
パ
ス
整
備

事
業
を
促
進
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
間
の
利
便
性
の

確
保
、
交
通
渋
滞
緩
和
及
び
交

通
安
全
の
確
保
の
た
め
の
町
道

整
備
と
し
て
、
旧
役
場
Ť
線
新

設
事
業
、
宇
地
原
１
号
線
新
設

事
業
、
謝
苅
中
央
線
改
良
事
業
、

桑
江
５
号
線
改
良
事
業
、
浜
川

千
原
４
号
線
改
良
事
業
及
び
桑

江
15
号
線
改
良
事
業
等
を
継
続

し
て
推
進
し
ま
す
。

②
　
公
園
緑
地
等
の
整
備

本
町
の
公
園
整
備
に
つ
い
て

は
、
既
存
の
整
備
済
み
公
園
の

利
便
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、

町
民
が
心
身
と
も
に
健
康
で
自

立
し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
環
境
を
実
現
す
る
た
め
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
運
動
施
設
の

整
備
を
推
進
し
ま
す
。

東
部
地
域
に
つ
い
て
は
、
都

市
基
盤
の
整
備
を
図
る
た
め
宇

地
原
公
園
及
び
北
玉
公
園
の
整

備
を
引
き
続
き
推
進
し
ま
す
。

新
川
地
域
に
残
さ
れ
た
緑
地

の
保
全
と
活
用
を
図
る
た
め
、

新
川
自
然
ふ
れ
あ
い
公
園
の
整

備
を
推
進
し
ま
す
。

新
川
墓
地
公
園
に
つ
い
て

は
、
都
市
施
設
等
の
整
備
に
伴

い
移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
墓

の
移
設
先
の
確
保
、
良
好
な
住

環
境
づ
く
り
の
た
め
墓
地
の
集

合
化
及
び
町
民
の
墓
地
需
要
に

対
応
す
る
た
め
整
備
を
推
進
し

ま
す
。

地
域
ら
し
さ
を
生
か
し
た
良

好
な
景
観
形
成
及
び
貴
重
な
緑

地
の
保
全
と
活
用
を
総
合
的
・

計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、

「
景
観
計
画
基
礎
調
査
」
「
緑
の

基
本
計
画
基
礎
調
査
」
及
び

「
湧
水
実
態
調
査
」
を
実
施
し

ま
す
。

③

町
営
住
ǭ
の
整
備

町
営
砂
辺
住
ǭ
に
つ
い
て

は
、
老
朽
化
が
著
し
い
こ
と
、

ま
た
町
民
の
多
様
な
居
住
ニ
ー

ズ
な
ど
を
受
け
て
、
多
様
な
住

み
方
を
支
え
る
住
ま
い
づ
く
り

の
た
め
に
住
ǭ
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
を
踏
ま
え
て
建
替
え
整
備
事

業
を
推
進
し
ま
す
。

④
　
上
水
道
の
整
備

上
水
道
に
つ
い
て
は
、
安
全

で
安
定
し
た
水
を
供
給
す
る
た

め
、
年
次
的
に
配
水
施
設
の
整

備
拡
充
を
図
り
、
よ
り
効
率
的

な
事
業
運
営
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
水
の
安
定
供
給
を
図

る
た
め
宮
城
地
域
の
配
水
管
網

の
ル
ー
プ
化
を
進
め
る
と
と
も

に
、
桑
江
伊
平
土
地
区
画
整
理

事
業
の
進
捗
に
あ
わ
せ
て
配
水

管
の
新
設
工
事
を
実
施
し
ま

す
。⑤

　
下
水
道
の
整
備

下
水
道
に
つ
い
て
は
、
老
朽

事
業
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。
心

身
障
害
者
等
授
産
事
業
所
「
青

空
」
に
つ
い
て
は
身
体
障
害
者

小
規
模
通
所
授
産
施
設
「
ニ
ラ

イ
の
里
」
と
の
統
合
を
視
野
に

入
れ
な
が
ら
、
施
設
の
増
改
築

を
行
う
と
と
も
に
、
授
産
事
業

の
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
り
ま

す
。重

度
心
身
障
害
者
（
児
）
医

療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、

入
院
・
通
院
の
医
療
費
助
成
に

加
え
、
入
院
時
食
事
療
養
費
の

助
成
を
引
き
続
き
実
施
し
ま

す
。子

育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、

次
ô
代
育
成
支
援
の
充
実
を
最

重
要
課
題
と
位
置
づ
け
て
諸
施

策
を
推
進
し
ま
す
。
保
育
事
業

に
お
い
て
は
、
保
育
所
受
入
れ

児
童
ʪ
の
拡
大
に
引
き
続
き
取

り
組
む
と
と
も
に
、
特
別
保
育

事
業
の
充
実
強
化
を
図
り
ま

す
。
老
朽
化
し
て
い
る
栄
口
保

育
所
及
び
上
勢
保
育
所
に
つ
い

て
は
、
施
設
の
整
備
の
あ
り
方

を
検
討
し
ま
す
。

併
せ
て
子
育
て
を
地
域
全
体

で
支
援
し
て
い
く"

場"

と
し

て
、
児
童
館
、
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
の
充
実
及
び
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事

業
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。
「
北

谷
町
要
保
ё
児
童
対
策
地
域
協

議
会
」(

通
称
：
子
ど
も
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト)

に
つ
い
て
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化
、
再
利
用
、
再
生
利
用
を
促

進
し
ま
す
。

深
刻
化
す
る
地
球
温
暖
化
に

つ
い
て
は
、
町
の
事
務
及
び
事

業
に
伴
う
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
抑
制
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
温
暖
化
問
題
に
対
す
る
町

民
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
事

例
等
を
紹
介
し
な
が
ら
対
策
の

促
進
を
図
り
ま
す
。

墓
地
対
策
に
つ
い
て
は
、
墳

墓
の
集
約
化
を
図
る
た
め
の
場

所
選
定
等
の
検
討
を
行
う
と
と

も
に
、
墓
地
整
備
基
本
計
画
の

策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑧
　
防
犯

防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
沖

縄
県
が
制
定
し
た
「
ち
ゅ
ら
う

ち
な
ー
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
条

例
」
を
主
軸
に
、
長
期
的
視
点

に
立
っ
た
安
全
で
安
心
し
て
住

め
る
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め

「
ち
ゅ
ら
さ
ん
運
動
」
の
推
進

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

一
点
目
に
、
「
ち
ゅ
ら
ひ
と

づ
く
り
事
業
」
と
し
て
防
犯
リ

ー
ダ
ー
の
育
成
及
び
地
域
が
連

携
し
た
防
犯
活
動
を
強
力
に
推

進
し
ま
す
。

二
点
目
に
、
「
ち
ゅ
ら
ゆ
い

づ
く
り
事
業
」
と
し
て
、
青
色

回
転
灯
を
装
備
し
た
公
用
車
に

よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
継
続

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も

に
、
地
域
に
お
け
る
防
犯
組
織

の
設
立
や
活
動
等
を
支
援
し
ま

す
。三

点
目
に
、
「
ち
ゅ
ら
ま
ち

づ
く
り
事
業
」
と
し
て
、
防
犯

性
に
配
慮
し
た
道
路
、
公
園
等

の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
北
Ť
か
ら
美
浜
地
域
に
お

け
る
青
色
防
犯
灯
設
置
事
業
の

検
証
を
行
い
ま
す
。

⑨
　
交
通
安
全

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

は
、
そ
の
根
幹
を
な
す
法
令
の

遵
守
、
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
を
図
る

た
め
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
の
町
民
や
本
町
へ
入
域
す
る

方
々
を
対
象
と
し
た
交
通
安
全

思
想
の
普
及
、
啓
発
活
動
を
推

進
し
ま
す
。

ま
た
、
関
係
機
関
と
緊
密
に

連
携
し
、
特
に
交
通
三
悪
の
中

で
も
依
然
後
を
絶
た
な
い
飲
酒

運
転
及
び
暴
走
行
為
等
の
追
放

を
図
り
ま
す
。

⑩
　
消
防
・
防
災

消
防
・
防
災
対
策
に
つ
い
て

は
、
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ

き
、
町
民
の
生
命
、
身
体
及
び

財
産
の
保
ё
を
具
体
的
、
実
践

的
に
対
応
で
き
る
よ
う
ニ
ラ
イ

消
防
と
連
携
し
、
防
災
計
画
に

沿
っ
た
対
応
の
推
進
を
図
り
ま

す
。災

害
時
の
対
策
と
し
て
は
、

地
震
・
津
波
と
い
っ
た
大
規
模

な
自
然
災
害
に
よ
っ
て
生
じ
る

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る

た
め
に
も
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
、
地
域
の
危
機

管
理
対
応
能
力
を
強
化
す
る
と

と
も
に
、
緊
急
通
報
体
制
及
び

災
害
応
急
対
策
の
向
上
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

一
点
目
に
、
地
域
防
災
計
画

に
基
づ
き
、
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
作
成
や
地
域
に
根
ざ
し
た
防

災
訓
練
を
実
施
し
、
各
種
災
害

に
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
実

践
的
な
防
災
機
能
強
化
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

二
点
目
に
、
災
害
発
生
時
の

応
急
対
策
の
装
備
品
及
び
作
業

用
器
材
、
器
具
等
の
充
実
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

三
点
目
に
、
防
災
行
政
無
線

固
定
系
子
局
の
拡
充
を
図
る
と

と
も
に
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
、
緊
急
通
報
体
制
の

整
備
充
実
を
図
り
ま
す
。

四
点
目
に
、
災
害
時
に
備
え

て
防
災
備
蓄
計
画
に
基
づ
く
食

料
・
飲
料
水
、
そ
の
他
生
活
必

需
品
物
資
の
備
蓄
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

五
点
目
に
、
消
防
業
務
の
充

実
を
図
る
た
め
ニ
ラ
イ
消
防
本

部
と
三
町
村
相
互
の
連
携
強
化

を
図
り
ま
す
。

六
点
目
に
、
平
成
19
・
20
年

度
に
公
共
施
設
及
び
事
業
所
に

設
置
し
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
救
急
法
の

普
及
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
感
染
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
に
つ
い
て
は
沖
縄
県
及
び
ニ

ラ
イ
消
防
と
緊
密
に
連
携
を
図

り
適
切
に
対
応
し
て
い
き
ま

す
。

（
６
）
教
育
・
文
化
等
の
推
進

①
　
学
校
教
育

幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
人
間

関
係
力
を
育
む
集
団
活
動
に
よ

る
遊
び
や
体
験
活
動
を
取
り
入

れ
た
教
育
活
動
を
展
開
し
ま

す
。
ま
た
、
平
成
19
・
20
年
度

に
文
部
科
学
省
の
委
託
を
受
け

て
取
り
組
ん
で
き
た
幼
児
教
育

の
改
善
・
充
実
調
査
研
究
事
業

の
成
果
を
共
有
し
、
園
ŏ
研
修

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

小
中
学
校
に
つ
い
て
は
、

知
・
徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た

児
童
生
徒
の
育
成
に
努
め
、
一

人
一
人
に
「
生
き
る
力
」
を
身

に
付
け
さ
せ
る
こ
と
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
学
校
・
家
庭
・
地

域
の
相
互
連
携
を
重
視
し
、
保

ё
者
や
地
域
に
「
開
か
れ
た
学

校
」
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ

く
り
を
図
り
ま
す
。

学
力
に
つ
い
て
は
、
学
習
の

基
盤
と
な
る
基
礎
的
・
基
本
的

な
知
識
・
技
能
を
身
に
付
け
さ

せ
る
た
め
、
学
力
に
関
す
る
調

査
等
を
活
用
し
た
指
導
方
法
の

改
善
や
、
地
域
人
材
等
の
活
用

に
よ
る
学
習
ŏ
容
の
定
着
を
図

り
ま
す
。
さ
ら
に
保
ё
者
と
連

携
し
た
家
庭
学
習
の
推
進
に
努

め
ま
す
。

道
徳
教
育
に
つ
い
て
は
、

化
に
伴
う
整
備
の
緊
急
性
に
応

じ
て
管
渠
の
調
査
を
行
う
と
と

も
に
、
現
ǁ
建
設
中
の
宮
城
中

継
ポ
ン
プ
場
の
改
築
工
事
や
汚

水
排
水
施
設
の
整
備
を
推
進
す

る
と
と
も
に
下
水
道
の
普
及
率

や
水
洗
化
率
の
向
上
に
努
め
ま

す
。雨

水
排
水
路
に
つ
い
て
は
、

桑
江
伊
平
土
地
区
画
整
理
地
ŏ

に
あ
る
ナ
ガ
サ
川
排
水
路
整
備

を
行
い
ま
す
。
ま
た
町
ŏ
の
劣

化
が
著
し
い
雨
水
排
水
路
の
調

査
を
行
い
ま
す
。

⑥
　
河
川
・
海
岸
の
整
備

河
川
や
海
岸
整
備
に
つ
い
て

は
、
防
ё
効
果
が
高
く
親
水
性

に
も
配
慮
し
た
潤
い
の
あ
る
水

辺
空
間
を
創
出
し
、
安
全
で
快

適
な
住
環
境
を
確
保
す
る
た

め
、
事
業
主
体
で
あ
る
県
や
関

係
機
関
と
連
携
し
、
白
̐
川
の

河
川
改
修
事
業
や
宮
城
海
岸
高

潮
対
策
事
業
の
整
備
を
促
進
し

ま
す
。

⑦
　
環
境
共
生
型
社
会
の
推

進
現
ǁ
、
北
谷
町
、
沖
縄
市
及

び
宜
野
湾
市
で
構
成
す
る
倉
浜

衛
生
施
設
組
合
に
お
い
て
循
環

型
社
会
に
対
応
し
た
新
し
い
ご

み
処
理
施
設
の
建
設
を
進
め
て

い
ま
す
。
町
に
お
い
て
も
ク
リ

ー
ン
指
導
員
に
よ
る
ご
み
の
適

正
な
排
出
の
指
導
、
不
法
投
棄

防
止
活
動
、
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル

な
ど
を
強
化
し
、
ご
み
の
減
量
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ま
た
、
肥
̺
ぎ
み
の
児
童
生
徒

の
増
加
傾
向
に
鑑
み
、
家
庭
と

連
携
し
た
食
育
指
導
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

英
語
教
育
に
つ
い
て
は
、
全

小
学
校
で
取
り
組
ん
で
い
る

「
部
分
的
イ
マ
ー
ジ
ョ
ン
教
育
」

の
改
善
・
充
実
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
中
学
生
の
英
国
派
遣
交

流
事
業
の
推
進
と
英
語
ス
ピ
ー

チ
・
カ
ン
バ
セ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
の
充
実
を
図
り
、
国
際

化
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成

を
図
り
ま
す
。

安
全
面
等
に
つ
い
て
は
、
登

下
校
時
の
安
全
指
導
を
強
化
す

る
と
と
も
に
家
庭
や
関
係
機
関

等
と
連
携
し
た
子
ど
も
た
ち
を

守
る
地
域
防
犯
体
制
の
充
実
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
不
登
校
や

い
じ
め
等
に
つ
い
て
は
、
町
青

少
年
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
業
を

充
実
・
強
化
し
な
が
ら
、
各
学

校
や
関
係
機
関
と
連
携
し
た
対

応
を
図
り
ま
す
。

②
　
社
会
教
育

社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、
町

民
や
社
会
教
育
団
体
の
主
体
的

な
学
習
活
動
等
を
支
援
す
る
た

め
、
学
習
情
報
や
学
習
機
会
を

提
供
し
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に
即
し

た
講
座
や
研
修
等
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い

て
は
、
青
少
年
健
全
育
成
協
議

会
を
中
心
に
青
少
年
支
援
セ
ン

タ
ー
及
び
関
係
団
体
等
の
連
携

を
図
り
、
青
少
年
の
団
体
活
動
、

地
域
活
動
、
社
会
体
験
活
動
へ

の
参
加
等
を
促
進
し
、
社
会
性

や
豊
か
な
人
間
性
を
育
み
ま

す
。
さ
ら
に
、
子
ど
も
達
の
安

全
・
安
心
な
居
場
所
づ
く
り
と

し
て
の
放
課
後
こ
ど
も
教
室
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
関
連
し

た
事
業
と
の
連
携
を
図
り
ま

す
。生

涯
学
習
プ
ラ
ザ
に
お
い
て

は
、
国
際
化
、
情
報
化
、
環
境

問
題
等
、
町
民
の
多
種
多
様
・

高
度
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
講
座
・
教
室
等
を
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
連
携
を
図

り
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
サ
ー
ク
ル
活
動
を
支

援
す
る
と
と
も
に
学
習
情
報
や

学
習
機
会
を
提
供
し
、
町
民
交

流
拠
点
と
し
て
の
活
用
促
進
を

図
り
ま
す
。

町
立
図
書
館
に
つ
い
て
は
、

蔵
書
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も

に
、
知
の
情
報
拠
点
と
し
て
の

機
能
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た

め
、
図
書
館
情
報
シ
ス
テ
ム
の

再
整
備
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

講
座
や
講
演
会
を
開
催
し
て
町

民
の
読
書
に
対
す
る
啓
発
、
さ

ら
に
町
ŏ
各
小
中
学
校
や
各
地

区
公
民
館
、
各
児
童
館
へ
の
図

書
集
配
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

ま
た
、
読
み
聞
か
せ
や
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
事
業
を
支
援
す
る

こ
と
で
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者

ま
で
す
べ
て
の
町
民
に
読
書
に

親
し
む
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

③
　
文
化
行
政

文
化
行
政
に
つ
い
て
は
、
伊

礼
原
遺
跡
を
国
指
定
重
要
文
化

財
と
し
て
指
定
申
請
を
行
う
と

と
も
に
、
発
掘
さ
れ
た
文
化
財

等
を
保
存
・
展
示
す
る
博
物
館

建
設
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
を
継

続
し
、
発
掘
さ
れ
た
文
化
財
の

展
示
・
公
開
に
努
め
ま
す
。
伝

統
木
造
建
築
物
「
う
ち
な
ぁ
家
」

に
つ
い
て
は
、
利
用
者
等
の
利

活
用
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
芸
術
文
化
の
振
興
の

た
め
、
す
ぐ
れ
た
音
楽
や
演
劇

を
鑑
賞
す
る
機
会
を
提
供
し
、

町
民
の
文
化
芸
術
活
動
を
積
極

的
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、

「
し
ま
く
と
ぅ
ば
」
に
関
す
る

事
業
や
青
少
年
の
演
劇
活
動
へ

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

④
　
社
会
体
育

社
会
体
育
に
つ
い
て
は
、"

町
民
一
人
一
ス
ポ
ー
ツ"

を
基

本
と
し
た
、
町
民
の
健
康
づ
く

り
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
さ
ら
に

推
進
す
る
と
と
も
に
、
夜
間
照

明
施
設
が
整
備
さ
れ
た
学
校
屋

外
運
動
場
を
活
用
し
た
夜
間
開

放
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
平
成
22
年
度
に
本
県

で
開
催
さ
れ
る
全
国
高
等
学
校

●●平成平成2121年度施政方針年度施政方針

総
合
体
育
大
会
に
向
け
て
町
実

行
委
員
会
、
県
、
関
係
町
村
及

び
関
係
団
体
等
と
連
携
し
て
事

業
を
推
進
し
ま
す
。

⑤
　
学
校
給
食

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
小

中
学
校
及
び
幼
稚
園
と
連
携
し

た
食
育
を
通
し
て
、
豊
か
な
心

と
社
会
性
を
育
成
す
る
と
と
も

に
、
心
身
の
健
全
な
発
達
と
食

生
活
の
改
善
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
学
校
と
家
庭
の
密
接

な
連
携
を
は
じ
め
、
調
理
場
に

お
け
る
品
質
管
理
や
衛
生
管
理

の
徹
底
を
図
り
、
安
全
で
安
心

で
き
る
学
校
給
食
の
提
供
に
努

め
る
と
と
も
に
、
職
員
の
健
康

管
理
や
研
修
機
会
の
拡
充
を
図

り
ま
す
。

⑥
　
教
育
施
設

学
校
教
育
施
設
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
浜
川
小
学
校
校
舎
改

築
事
業
及
び
中
学
校
プ
ー
ル
日

よ
け
設
置
事
業
に
取
り
組
み
、

良
好
な
教
育
環
境
の
確
保
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

社
会
教
育
施
設
に
つ
い
て

は
、
地
域
住
民
の
活
動
拠
点
及

び
交
流
の
場
と
し
て
の
美
浜
学

習
等
供
用
施
設
の
整
備
を
推
進

し
ま
す
。

（
７
）
行
政
改
革
の
推
進

地
方
公
共
団
体
は
、
地
方
分

権
の
推
進
や
国
の
三
位
一
体
改

革
、
少
子
・
高
齢
化
の
進
展
等

に
よ
り
、
財
政
を
は
じ
め
地
方

「
心
の
ノ
ー
ト
」
や
町
策
定
の

道
徳
教
育
副
読
本
等
の
活
用
を

図
る
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験
等
の
活
動
を
通
し
、
社

会
性
や
豊
か
な
人
間
性
を
育
む

教
育
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

町
中
学
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
よ
り

各
中
学
校
の
生
徒
会
活
動
を
活

性
化
さ
せ
、
問
題
解
決
能
力
の

育
成
及
び
自
治
能
力
の
育
成
を

図
り
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て

は
、
計
画
的
な
キ
ャ
リ
ア
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
を
図
る
と

と
も
に
、
父
母
等
の
働
く
職
場

見
学
や
職
場
体
験
学
習
の
実
施

を
通
し
て
、
社
会
や
職
業
に
関

す
る
知
識
・
理
解
を
深
め
、
将

来
に
夢
や
希
望
を
持
つ
児
童
生

徒
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て

は
、
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
や
校
ŏ
委
員
会
の
取

り
組
み
を
充
実
さ
せ
、
障
が
い

の
あ
る
児
童
生
徒
一
人
一
人
に

応
じ
た
支
援
計
画
に
基
づ
き
、

適
切
な
教
育
的
支
援
を
行
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
通
常
学
級
に
ǁ

籍
す
る
支
援
を
要
す
る
児
童
生

徒
に
対
し
て
は
、
特
別
支
援
教

育
支
援
員
を
派
遣
し
て
、
安
全

面
と
学
習
面
の
支
援
を
図
り
ま

す
。体

育
に
つ
い
て
は
、
体
育
の

授
業
や
ク
ラ
ブ
・
部
活
動
を
通

し
、
体
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。



徹
底
し
ま
す
。

ま
た
、
地
区
公
民
館
等
の
身

近
な
施
設
と
役
場
と
を
繋
ぐ
地

域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
に
よ
る
住

民
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
推
進
し

電
子
自
治
体
を
目
指
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
住
民
本
位
の
視

点
と
費
用
対
効
果
の
視
点
に
立

っ
た
情
報
化
技
術
の
活
用
に
よ

る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
効

率
的
な
行
政
運
営
を
図
り
ま

す
。広

域
行
政
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
今
後
と
も
経
常
経
費
削
減

及
び
事
務
の
効
率
化
等
を
図
る

た
め
、
各
地
方
自
治
体
で
共
同

し
て
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て

効
率
化
が
見
込
ま
れ
る
事
務
事

業
に
つ
い
て
は
、
広
域
的
な
対

応
を
図
る
と
と
も
に
、
関
係
市

町
村
と
の
連
携
を
強
化
し
ま

す
。財

政
に
つ
い
て
は
、
国
の
地

方
財
政
計
画
の
総
枠
の
縮
小
と

と
も
に
、
地
方
交
付
税
や
補
助

金
等
が
年
々
削
減
さ
れ
る
͗
̞

に
あ
り
ま
す
。
持
続
可
能
な
健

全
財
政
の
構
築
の
た
め
、
財
政

の
各
分
野
の
歳
出
経
費
の
抑
制

と
効
率
化
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

自
主
財
源
の
根
幹
を
な
す
町
税

に
つ
い
て
は
、
課
税
客
体
の
確

実
な
把
握
と
適
正
な
評
価
及
び

公
正
な
課
税
並
び
に
年
度
ŏ
収

納
の
更
な
る
推
進
を
図
り
、
徴

収
率
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変

化
し
て
い
く
中
に
あ
っ
て
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
効
率
的
・
効
果

的
な
行
政
体
制
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
、
事
務
の

効
率
化
、
適
正
な
人
員
配
置
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る

た
め
、
課
・
係
の
統
廃
合
及
び

民
間
委
託
等
に
よ
る
組
織
の
適

時
適
正
な
見
直
し
を
行
い
時
代

の
変
化
に
的
確
に
対
応
で
き
る

行
政
機
構
の
改
革
に
取
り
組
み

ま
す
。

ま
た
、
財
政
の
健
全
化
を
図

る
た
め
、
財
政
健
全
化
中
期
計

画
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
集

中
改
革
プ
ラ
ン
を
着
実
に
実
施

し
ま
す
。

情
報
公
開
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
原
則
公
開
の
基
本
方
針
の

も
と
、
積
極
的
な
情
報
公
開
に

取
り
組
む
と
同
時
に
、
町
政
に

関
す
る
情
報
を
町
民
が
容
易
に

得
ら
れ
る
よ
う
広
報
紙
及
び
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
活
用
を
図

り
、
引
き
続
き
情
報
公
開
に
努

め
ま
す
。

情
報
化
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
Ｉ
Ｔ
資
産
再
構
築
計
画
事

業
の
実
施
、
財
務
会
計
シ
ス
テ

ム
の
更
新
、
基
盤
構
築
さ
れ
た

ナ
レ
ッ
ジ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
（
知
識
の
共
有
化
）
の
活

用
を
推
進
す
る
と
と
も
に
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
に
基

づ
く
個
人
情
報
等
保
ё
対
策
を

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

次
に
予
算
以
外
の
議
案
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
条
例
議
案
が

「
北
谷
町
法
定
外
公
共
物
管
理

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」
ほ
か

７
件
、
同
意
議
案
が
「
教
育
委

員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
」

２
件
、
そ
の
他
の
議
案
を
２
件

提
案
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
町
政
運
営
に
あ
た
っ

て
の
所
信
の
一
端
と
平
成
21
年

度
に
お
け
る
主
要
施
策
の
概
要

並
び
に
議
案
の
説
明
を
い
た
し

ま
し
た
が
、
議
員
各
位
並
び
に

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
平
成

21
年
度
の
施
政
方
針
と
い
た
し

ま
す
。

平
成
21
年
３
月
３
日

北
谷
町
長
　
野
国
昌
春

４
　
お
わ
り
に

以
上
、
平
成
21
年
度
に
お
け

る
主
要
施
策
の
概
要
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
し
た
。

次
に
、
今
議
会
に
提
案
い
た

し
ま
す
議
案
に
つ
い
て
ご
説
明

申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
21
年
度
予
算
に
つ
き
ま

し
て
は
、
こ
れ
ま
で
申
し
上
げ

ま
し
た
諸
施
策
を
中
心
に
、

一
般
会
計

１
０
，
９
１
２
，
０
０
０
千
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
　
　
　

３
，
１
９
８
，
６
３
６
千
円

老
人
保
健
特
別
会
計
　
　
　
　
　

５
３
，
４
３
７
千
円

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
　
　

２
２
６
，
９
８
２
千
円

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
　
　

１
，
０
７
０
，
７
８
０
千
円

水
道
事
業
会
計
　
　
　
　
　
　
　

９
４
２
，
８
９
２
千
円

の
規
模
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
20
年
度
予
算
に

つ
き
ま
し
て
は
、
義
務
的
経
費

及
び
そ
の
他
の
経
費
の
過
不
足

額
を
補
う
た
め
、
一
般
会
計
補

正
予
算
及
び
国
民
健
康
保
健
特

別
会
計
ほ
か
３
件
の
特
別
会
計

補
正
予
算
を
提
案
し
て
お
り
ま

す
。な

お
、
補
正
予
算
の
議
案
に

つ
き
ま
し
て
は
、
先
議
案
件
と

し
て
、
ご
審
議
を
賜
り
ま
す
よ



５　　　広報　ちゃたん

◆平成２１年度の納税通知書は、4月初めに届きます。

第１期納期は「Ņ月ńŁÈまで」です。納税通知書が届かない場合は、お早めに下記までご連絡をお願い

します。

◆土地及び家屋価格等縦覧帳簿の縦覧について

固定資産税に関するお知らせ

●お問い合わせ 税務課資産税係　℡　９３６－１２３４　ŏ線１９３，１９４

土地の固定資産税は、

税務課からのお知らせ　○お問い合わせ　℡936-1234 内193,194

◆­¸Ńł年度の土地の固£資産ûに3いて

税額＝「課税標準額」×１.４％(税率) の式で求められます。

◎昨年の広報「ちゃたん」(４月号)でもお知らせしましたが、上記の式の「課税標準額」の算定方法が平成

１８年度から下記のように改正されました。この算定方法は、評価替え年度である平成２１年度も継続し

て適用されます。そのため、平成１７年度以Ťに̐Ѷして税の上昇幅が昨年度から若干高くなっておりま

すのでご理解をお願いします。

・平成１８年度から・・・「課税標準額」＝「Ť年度課税標準額」�「当該年度評価額×５％」

※住ǭ用地の場合、「課税標準額」を１/６�１/３に軽減する特例が適用されています。

【改正の理由】

右図は、土地の「評価額」と「課税標準額」の推移を

示した図です。それまで「課税標準額」とほぼ同額であ

った「評価額」が平成６年度に急増してその差が大きく

開いています。これは、その年度に全国一律の評価基準

による課税の公平と、相続税評価との均衡を図るため土

地の評価に「鑑定評価制度」が導入されたことによるも

のです。

本来、「評価額」＝「課税標準額」とならなければなり

ません。そのため、「評価額」と「課税標準額」の開きを

早く是正する必要があることから、「課税標準額」の上昇

幅を高める算定方法への改正が行われました。 S63 H3 H6 H9 H12 H15

■ ▲ ▲ ▲
▲

■▲▲

■
■

■ ■

H18

■

▲

鑑£評価制度導入

縦覧期間 ４月１日(水)～４月３０日(木)午Ť８時３０分～午後５時１５分　Ӯ土・日、祝日を除く。

縦覧場所 北谷町役場　１階　税務課　資産税係

縦覧できる方 北谷町ŏに土地・家屋を所有する納税者

必要なもの
本 人：印鑑と身分証明書(免許証、保険証、納税通知書など)

代理人：委任͗、代理人の印鑑と身分証明書

▲

H21

■

▲＝課税標準額

■＝評価額

ľľ­­¸̧ŃŃłł年年łłŁŁ月月支支給給��&&ららĿĿ

これまで納付書や口座振替でお支払いしていただきました公的年金にかかる町・県民税が、老齢基礎年

金等から特別徴収（天引き）されるようになります。

◆対象者：４月１日において老齢基礎年金等の支払いを受けている６５歳以上の納税者の方

Ӯ年金給付額が年額１８万円˕̺である場合や税額が年金給付額の年額を超える場合、介ё保

険料が特別徴収（天引き）されていない場合などは対象となりません。

◆天引きの対象となる年金：老齢基礎年金等の老齢または退職のために支給される年金

Ӯ障害年金や遺族年金は対象となりません。

◆天引きされる税額：公的年金所得にかかる町・県民税

Ӯ給与や不動産の所得にかかる町・県民税については、現時点では年金から天引き

されません。

年金&ら町・県民ûが天引(されます

おお問問いい合合わわせせ　北北谷谷町町´́��　ûû務務課課ûû務務係係　������９９ńńŇŇ－－łłŃŃńńŅŅľľ内内ĉĉłł９９łł・・łł９９ŃŃ))
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北谷町の指定を受け、指定ごみ袋及び粗大ごみ処理券を取り扱っている仲卸業者は、次の三社です。事

業者の方で、指定ごみ袋や粗大ごみ処理券の納品を新たに希望する場合はいずれかの指定店までお申し込

み下さい。

指指££**>>ēēAAăă��**>>��理理��ののĄĄ��ををÅÅ00にに©©ÎÎすすEE町町内内事事ÖÖččのの方方へへ

指 定 店 名 住　所 電話番号 指 定 期 間

① 株式会社　ジーマックス 浦添市西州2-3-2 875-3777 H21.2.7～H23.2.6

② 株式会社　ももやま 沖縄市南桃原2-16-2 933-5311 H21.2.7～H23.2.6

③ 有限会社　ＫＳ貿易 沖縄市海邦町3-18 934-3330 H21.2.7～H22.2.6

●お問い合わせ先 北谷町役場 保健衛生課 環境係 ℡ ９８２－７０３３

※ 北谷町役場関係

総計 5�905

番号 事業者名 人ʪ

1 北谷町商工会 57

2 公共施設管理公社 72

3 社会福祉協議会 12

4 通所介ё事業所 11

5 北谷町観光協会 9

6 シルバー人材センター 114

7 女性連合会等 17

8 漁業協同組合 40

9 サンエー 260

10 ビーチタワー 174

11 シーサイドボウル 19

12 アジマァ 20

13 メイクマン 66

14 ﾍﾞﾙｼｽﾃﾑ２４ 70

15 ﾄﾞﾗｺﾞﾝﾊﾟﾚｽ 36

16 ｱﾒﾘｶﾔ 37

17 デポ 37

18 ７プレックス 20

19 ジャスコ 224

合計 1�295

番号 自治会名 人ʪ

1 上勢区自治会 516

2 桑江区自治会 543

3 謝苅区自治会 296

4 北Ť区自治会 211

5 宮城区自治会 667

6 桃原区自治会 491

7 栄口区自治会 494

8 北玉区自治会 246

9 宇地原区自治会 247

10 砂辺区自治会 295

11 美浜区自治会 129

合計 4�135

番号 課　　名 人ʪ

1 町長等 3

2 議会事務局 5

3 町長室 8

4 総務課 15

5 公文書館 1

6 会計課 3

7 企画財政課 10

8 情報政策課 4

9 税務課 12

10 監査委員 1

11 住民課 10

12 福祉課 7

13 子ども家庭課 79

14 保健衛生課 14

15 経済振興課 9

16 都市建設課 13

17 施設管理課 9

18 区画整理課 7

19 教育総務課 7

20 学校教育課 11

21 社会教育課 7

22 町立図書館 10

23 北谷中学校 39

24 桑江中学校 26

25 北谷小学校・幼稚園 36

26 北玉小学校・幼稚園 31

27 浜川小学校・幼稚園 35

28 北谷第二小学校・幼稚園 31

32 学校給食センター 15

33 水道課 9

34 上勢桑江児童館 3

35 宮城児童館 5

合計 475

※ 自治会

※ その他

・署名期間：H20.11.25～H20.12.31

・北谷町ǁ住、ǁ勤者を対象

・北谷町の人口：27�237人

(H20.12.31現ǁ)

・北谷町のôȣʪ：10�150ôȣ

(H20.12.31現ǁ)

・人口／ôȣʪ：2.68人

(H20.12.31現ǁ)

・自治会加入ôȣ：5�287ôȣ

(H19.11.31現ǁ)

・自治会署名／自治会加入ôȣ：70％

●●��ôôTTddQQ

●●¤¤施施ĆĆÓÓ

・署名ʪ：5�905

・北谷町役場関係：475(8％)

・自治会関係：4�135(70%)

・その他(事業者等)：1�295(22%)

●●��ÓÓÕÕĖĖ

H19
中

居住地別飲酒
運転検挙者ʪ

5�271

H20
中

同　　上 2�306

H19中
居住地別飲酒
運転検挙者ʪ

83

H20中 同　　上 51

H19

12月中
同　　上 13

H20

12月中
同　　上 5

※ 北谷町

※ 全県下

・昨年̐32件(約4割)減少

12月は8件(約6割)減少

・昨年̐2�965件(約6割)減少

本町においてはH20年中

交通死亡事故「Ł」

●●eehh««にに33((、、ee��ののċċ��をを����

にに¤¤施施,,まま,,00。。

「飲酒運転根絶宣言・署名運動」の集計結果
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老人福祉センター

行事・教室ありんくりん

ł(水)
レク指導者講習会10：00～　箏曲教室14：00～
民謡教室14：00～　折り紙教室14：00～

Ń(Ð)
書道教室10:00～　フラダンスサークル10：00～
カラオケサークル(A)13：00～　
老連囲碁クラブ14：00～　ギターサークル19：00～

ń(金)
健康体操教室9：30～　琉舞教室14：00～
老連女性委員の集い14：00～　民踊愛好会20：00～

Ņ(土)

５(È)

Ň(月)
グラウンドゴルフ講習会9：00～　民踊サークル10：00～
大正琴教室10：00～　カラオケサークル(B)13：00～
手芸教室14：00～　ギターサークル19：00～

７(火)
健康体操教室9：30～　社交ダンス部カラオケ13：00～
古典音楽教室14：00～

８(水)
レク指導者講習会10：00～
箏曲教室14：00～　民謡教室14：00～

９(Ð)
書道教室10：00～　フラダンスサークル10：00～
カラオケサークル(A)13：00～　
老連囲碁クラブ14：00～　ギターサークル19：00～

10(金)
健康体操教室9：30～　琉舞教室14：00～
老連女性委員の集い14：00～　民踊愛好会20：00～

11(土)

12(È)

13(月)
ゲートボール審判講習会8：30～　歌声教室10：00～
民踊サークル10：00～　カラオケサークル(B)13：00～
手芸教室14：00～　ギターサークル19：00～

14(火)
健康体操教室9：30～　社交ダンス部カラオケ13：00～
古典音楽教室14：00～

15(水)
レク指導者講習会10：00～
楽写クラブ10：00～　箏曲教室14：00～
民謡教室14：00～　折り紙教室14：00～

16(Ð)

書道教室10：00～　フラダンスサークル10：00～
カラオケサークル(フラ)13：00～　
社交ダンスサークル14：00～　老連囲碁クラブ14：00～　
ギターサークル19：00～

17(金)
健康体操教室9：30～　琉舞教室14：00～
老連女性委員の集い14：00～　民踊愛好会20：00～

18(土)

19(È)

20(月)
グラウンドゴルフ講習会9：00～　民踊サークル10：00～
大正琴教室10：00～　カラオケサークル(B)13：00～
手芸教室14：00～　ギターサークル19：00～

21(火)
健康体操教室9：30～　社交ダンス部カラオケ13：00～
古典音楽教室14：00～

22(水)
レク指導者講習会10：00～
箏曲教室14：00～　民謡教室14：00～

23(Ð)

書道教室10：00～　フラダンスサークル10：00～
カラオケサークル(フラ)13：00～　
社交ダンスサークル14：00～　老連囲碁クラブ14：00～　
ギターサークル19：00～

24(金)
健康体操教室9：30～　琉舞教室14：00～
老連女性委員の集い14：00～　民踊愛好会20：00～

25(土)

26(È)

27(月)

ゲートボール審判講習会8：30～　
民踊サークル10：00～　歌声教室10：00～
カラオケサークル(B)13：00～
手芸教室14：00～　ギターサークル19：00～

28(火)
健康体操教室9：30～　社交ダンス部カラオケ13：00～
古典音楽教室14：00～

29(水) 昭和のÈ

30(Ð)
フラダンスサークル10：00～　
カラオケサークル(フラ)13：00～
老連囲碁クラブ14：00～　ギターサークル19：00～

̺60歳以上の高齢者がイキイキと楽しい時
間と交流がもてるように各種教室・サーク
ルなどを行っています。

●お問い合わせ　℡９３６-３５２１

４月

障害児福祉手当・特別障害者手当制度について
県では、精神又は身体の重度障害のため、常時特別の介ёを必要とするな

ど、特別の負担を軽減する一助として、ǁǭの重度障がい児者に対して、障

害児福祉手当・特別障害者手当を支給しております。

以下、その制度について紹介します。

支
給
対
象
者

障害児福祉手当

精神又は身体に著しい重度の障害があるため、日日常常生生
活活ににおおいいてて常常時時のの介介ёёをを必必要要ととすするる2200歳歳˕̞̺̺ののǁǁǭǭのの障障
ががいい児児で、福祉保健所長の認定を受けた方。
なお、以下の場合は対象となりません。
(１)施設に入所(通所を除く)している場合
(２)政令で定める公的年金を受給している場合

特別障害者手当

精神又は身体に著しい重度の障害があるため、日日常常生生
活活ににおおいいてて常常時時特特別別のの介介ёёをを必必要要ととすするる2200歳歳以以上上ののǁǁǭǭ
のの障障ががいい者者で、福祉保健所長の認定を受けた方。
なお、以下の場合は対象となりません。
(１)施設に入所(通所を除く)している場合
(２)病院または診療所に３ヶ月以上継続入院している場合

支 給 制 限
手当を請求する方のŤ年の所得が一定金額以上ある場合、ま

たは同居している配偶者及び扶養義務者のŤ年の所得が一定金
額以上ある場合には、手当の支給が制限されます。

手
当
額

障害児福祉手当 月額　１４，３８０円(平成２１年４月現ǁ)

特別障害者手当 月額　２６，４４０円(平成２１年４月現ǁ)

支　給
毎年２月、５月、８月、１１月の４回に分けて、その

Ť月分までの３ヶ月分を、届け出た金融機関の口座に振
り込みます。

申 請 手 続

認定請求書、所得̞͗届、所得証明書、住民票謄本の
写、認定診断書などの必要書類を添えて、北谷町福祉課
社会福祉係の窓口へ提出してください。
なお、認定請求書などは役場または中部福祉保健所総

務福祉班にありますので、お問い合わせ下さい。
北谷町　福祉課　社会福祉係　℡　９ńŇ－łŃńŅ
沖縄県　中部福祉保健所　総務福祉班　

℡　９ń８－９７Ł９

〈
き
　
り
　
と
　
り
〉

伊礼原遺跡が語るもの（１８）

＝古代人の造形美＝　
今月は、伊礼原遺跡から発見された「爪形文土器（つめがたもんどき）」について紹介します。
爪形文土器は、現ǁ沖縄県で最も古い有文（ゆうもん）土器で、今から約6500年Ťに奄美大

島から沖縄本島の地域にかけて流行しました。爪形文土器は、大きく２つの特徴があります。
１つは、土器の厚みが３mm～６mmとかなり薄くなります。もう１つの特徴は、その名が示す

ように、爪による文様が土器の表面に見られる事です。文様の中でも、①指の腹で押しつける
事で爪の形がはっきりしないものと、②指先で押しつける事で爪の形がくっきり残るものがあ
り、①が古く②がやや新しくなる事が分かっています。また、文様の間が
無文になるもの等、バリエーションも種々あります。古代の人々は、どの
ようにしてこの文様を産み出したのでしょうか。土器を作るときに指のあ
とが付いた、煮炊きの際に熱効率を上げた、など諸説あります。この文様
を見て、現代に生きる私たちは何を思い浮かべることができるでしょうか。
古代へ馳せる想いは尽きませんね。

墨による墨拓から、①指の腹でつけた文様（左図）と、②指先でつけた文様形͗（中図）の違いが確認出来ます。

沖縄県から発見される最古の土器は、約7000～6500年Ťの無文土器で、爪形文土器よりも少し古くなります。

左＝通称 指頭押圧文（しとうおうあつもん）

中＝通称 爪形文（つめがたもん）

右＝爪形文土器全体の様子（写真部分は伊礼原

遺跡より出土したもので、点線部分は復元

想定ライン、口径16�2cm）

北谷町教育委員会　社会教育課

文化係　℡　936-1234(ŏ342)



お知らせ

広報　ちゃたん　　　８

給付金

給ĹĢがŅ月&ら
変わります。

学校

£額給r金の通知書の送rはŅ月下旬の予£です。

北谷町の学校給食費は、平成１２

年度に改定され、９年間にわたり据

え置きして運営してまいりましたが、

平成２１年４月より値上げすること

を決定しました。

心身ともに成長発達の段階にある

児童生徒に栄養バランスの取れた給

食を提供するために給食費の値上げ

について児童生徒のご父兄のご理解

ご協力をよろしくお願いします。

給給ĹĹĢĢののÀÀ££額額

(1)小学校　月額４，１００円

(現行３，８００円)

(2)中学校　月額４，６００円

(現行４，３００円)

定額給付金については、現ǁ、町において給付に向けた準備を進めており、各ôȣに

通知書をお送りできるのは4月下旬となる見込みです。

●給付対象者：基準日(平成21年2月1日)において、(1)又は(2)のいずれかに該当する者

(1)住民基本台帳に記録されている者

(2)外国人登録原票に登録されている者(不法滞ǁ者及び短期滞ǁ者は対象外)

●申請・受給者：給付対象者の属するôȣのôȣ主（外国人については、各給付対象者）

●給付額：給付対象者1人につき１２，０００円（ただし、基準日において65歳以上の

者及び18歳以下の者については２０，０００円）

●手続きの流れ：(1)給付対象者の属するôȣのôȣ主の方へ定額給付金の通知書を郵送します。

(2)通知書に同封されている申請書を記入し、必要書類を添えて、窓口

又は郵送にて申請してください。

(3)申請ŏ容を確認後、ご指定の口座に振り込みます。（申請を受け付け

てから振り込みまでは3週間から1ヶ月程度かかります。）

●お問い合せ：北谷町　企画財政課　

¡¡育育てて応応¾¾åå��ºº当当の支給に該当すE方へも、4月下旬に通知書をお送りすE予£です。

●支給対象者：平成14年4月2日から平成17年4月1日までの間の生まれであって、第2子

以降である児童

※第2子以降の判定については、高校卒業(18歳)までの子を基礎とします。

●お問い合せ：北谷町　子ども家庭課

試験 危険物取扱者試験
試験日：平成２１年６月７日（日）

試験の種類：甲種、乙種（第1～6類）

丙種

試験会場：南部農林高等学校

沖縄国際大学

北部農林高等学校

宮古工業高等学校

八重山農林高等学校

受付期間：平成２１年４月１７日（金）

～４月２４日（金）

受験案ŏ書配布先

各消防本部、沖縄県宮古事務所総務課

消防試験研究センター

受験受付方法

受験願書を消防試験研究センターへ郵

送又は直接窓口へ持参

お問い合せ先

消防試験研究センター ℡ 855-7101

募集 平成２１年度貸与奨学生募集

応募資格

(1)沖縄県ŏに住所を有する者の子弟で、国ŏの大学、

大学院、専修学校専門課程、高等専門学校にǁ学

している者又は平成21年度4月入学予定の者

(2)沖縄県出身海外移住者の子弟で、主たる住所を海

外に有し、県ŏ大学、大学院にǁ学している者又

は平成21年度4月入学予定の者

募集期間

平成21年3月9日(月)～平成21年4月15日(水)

お問い合わせ

沖縄県国際交流・人材育成財団 奨学課

℡　９４１－６７４４

税 ４月は固定資産税の第１期の納期です！

４月になりました。４月は固定資産税の第１期の納期です。固定資産
税は、その年の１月１日（賦課期日）に土地、家屋、償却資産（これ
らを総称して「固定資産」といいます。）を所有している人にその固定
資産の所ǁする市町村が課税をします。

固定資産税は、所得の有無にかかわわらず、資産価値に応じて毎年
経常的に課税される物税であり、道路整備や下水道整備などといった
行政サービスの対価、行政サービスの費用を支えている町の基幹税で
す。

固定資産税の納付は、町長から通知を受けた税額を、通常、４月、
７月、１２月、翌年２月の４回の納期に分けて行います。

納期限ŏに税金を納めないと、税額に合せて延滞金も納めていただ
くことになります。

育英会 平成２1年度北谷町育英会の貸費生募集
北谷町育英会では、優秀な学生で経済的な理由により学資の援助を必要とする

者に対して学資の一部を貸与し、有用な人材を育成することを目的に平成２１年

度の貸費生を次のとおり募集します。

●貸与種類および貸与月額
・県外大学生(大学院・短大及び専門学校含む)：上限５０�０００円

・県ŏ大学生(大学院・短大及び専門学校含む)：上限３０�０００円

・国外留学生(大学・大学院及び短大) ：上限５０�０００円

●応募条件
・日本国籍を有し、本町に１年以上引き続き住所を有する町民の子弟。

・大学(大学院・短大含む)又は、専門学校(修業年限が2年以上)にǁ学している者。

・国外留学生については、我が国の大学等に相当する国外の教育機関にǁ学する者。

・学業成績及び操行が優れ、かつ、健康な者。

・応募者と生計を一にする家族の町・県民税の年税額が２０万円以下の者。

・貸与した奨学金の返還義務を確実に履行できる者。

●貸与予£人員
・県ŏ外大学生(専門学校生を含む。) 15人程度

・国外留学生　　　　　　　　　　 1人程度

●�r期Į 平成21年4月1日(水)～30日(木) ※土・日、祝日は除く

●お問い合わせ 北谷町育英会(北谷町教育委員会 教育総務課ŏ) ℡　982-7704

※固定資産税第１期の納期限は４月３０日です。

お問い合わせ:北谷町 税務課 納税係 ℡９３６－１２３４（ŏ線１９５）



お知らせ

９　　　広報　ちゃたん

●２月１０日
森山　朝信　様
ǻҳとして　
５�０００円（町社協へ）

●２月１６日
なちゅら。まむ
明石　直子　様
地域の方々からいただいたリサ
イクル品の売上の一部をǻҳ
１５�０００円（町社協へ）

●２月２５日
旧字浜川郷友会　様
拝所にある賽銭をǻҳ
４４１円（町社協へ）

●２月２６日
知念　喜忠　様
母の香典返し
３０�０００円（町育英会へ）
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ご芳志ありがとうございました
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ëëĝĝ��rrははŅŅ月月&&らら
学生納付特例制度は、２０歳以上の学生で収入がなく、国民

年金保険料を納めることが困難な方が申請でき、社会保険事務
所で承認されると年度末（３月）までの納付が猶予され、本人
が社会人になってから保険料を納めることができる制度です。
猶予された期間の保険料は、１０年以ŏであればさかのぼって
納める（追納）ことができます。（３年目からは、当時の保険料
に加算がつきます。）

猶予され追納しなかった期間は、老齢基礎年金の受給資格期
間には算入されますが、年金額の計算には算入されません。ま
た、学生納付特例期間中に初心がある病気やケガで障害になっ
た場合、受給資格があれば障害年金が受給できます。

●対象者：①２０歳以上の学生でŤ年の所得が１１８万
円以下の方。

②大学（大学院）・短大・高等学校・高等専
門学校・夜間・定時制過程・通信制過程・
専修学校・各種学校（修業年限が１年以上）

●申請場所：北谷町　住民課　国民年金係
●申請：原則として毎年申請が必要です。
●必要書類：①学生証またはǁ学証明書・年金手帳

②印鑑
③雇用保険受給資格者証
雇用保険被保険者離職票

●お問い合せ先：住民課 国民年金係 ℡936-1234(ŏ241･242)

学生のための学生納付特例制度年金

戦争による余りにも大きすぎた代償を払って得

た歴史的教訓が現ǁの平和憲法の基本理念となっ

ています。

本町では、子や孫のためにも沖縄を平和の発信

地として位置づけ、日本国憲法の理念を暮らしの

中に取り入れながら、町民が日本国憲法を身近な

ものとして考えることを目的として憲法講演会を

実施し、みなさんと共に憲法について考えていき

たいと思います。

皆様のご来場をお待ちしています。

●開催ÈË

平成２１年４月２０日(月)

開演　午後７時００分　

●開催�所

ちゃたんニライセンター (カナイホール)

●講師

我部　政明 氏（琉球大学教授 国際政治）

●演題

「沖縄のなかの日本」

●対象

一般住民

●お問い合わせ

町長室　℡９３６－１２３４　ŏ線番号１７１

催し 憲法講演会

救救急急出出場場̞̞͗͗救救急急出出場場̞̞͗͗
平平成成２２１１年年２２月月

ニライ消防本部

北　谷 嘉手納 読　谷

火　　災 ０ １ ０

自然災害 ０ ０ ０

水　　難 ０ ０ １

交　　通 １４ ８ ０

労　　災 ０ ０ ０

運動競技 ２ ０ １

一般負傷 １０ ６ ８

加　　害 ０ ０ ０

自損行為 ０ ２ ０

急　　病 ６０ ５９ ４９

そ の 他 １ １ ０

転　　院 ３ ３ ９

月 件 ʪ ９０ ８０ ６８

年 累 計 １８７ １８６ １６７

■救急・火災時は
TEL 119
■消防に関するお問い合わせ
TEL 936-3721 FAX936-9076

受診 北谷町人間ドック
受診申込みについて

例年、４月に人間ドックの受診者

申込みを受け付けておりましたが、

２１年度は５月１２日（火）午Ť８

時３０分から北谷町役場レセプショ

ンホールにて受付を行います。

北谷町国保に加入される人間ドッ

クの受診を希望されている方は、特

定健診の受診券が届いてもすぐに特

定健診を受診なさらず、人間ドック

の受診申込みをすませ人間ドックと

併せて受診なさるようお知らせいた

します。人間ドックの受付枠は500

名を予定しています。

mmĩĩ健健ĕĕ6677EE00??、、åå££健健ĕĕ
のの��ĕĕ¶¶はは人人ĮĮUURRMMのの��ĕĕ��
rrををいい00,,まませせII。。

なお、本年度より医療機関ʪを増

やし、脳ドックも受けられるように

調整を図っております。併せて個人

負担額の修正も予定しております。

詳しくは、４月下旬にお配りする人

間ドック受診案ŏをご覧下さい。

●お問い合わせ

保健衛生課　℡936-1234 (内243)

たたんんゃゃ のの人人口口ちち
平平成成2211年年22月月2288日日現現ǁǁ

人人　口口　2277��332266 人人 （（��118800））

ͯͯ　　1133��119922 人人 （（��7711））

女女　　1144��113344 人人 （（��110099））

ôôȣȣʪʪ　1100��001111ôôȣȣ（（��119922））

(( ))ŏŏははŤŤ月月ととのの̐̐ѶѶ

人権・行政町民無料法律相談

今月はłłŇŇÈÈľľÐÐĿĿにłłŁŁËËŌŌłłŃŃËË、、łłńńËËŌŌłłŇŇËË、

北北谷谷町町´́��łłııaaPPYYOO^̂bbZZdd`̀にて相談を行っています。

●北谷町体育指導委員・学校体育施設開放管理指導員募集のお知らせ

委 嘱 期 間：平成２１年４月１日～平成２３年３月３１日（北谷町体育指導委員）

平成２１年４月１日～平成２２年３月３１日（学校体育施設開放管理指導員）

職務等の詳しいお問い合わせ：北谷町教育委員会　社会教育課　社会体育係　℡982-7707
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中学校バスケットボール選抜大会優勝中学校バスケットボール選抜大会優勝

３月２日「沖縄県中学校バスケットボール選抜優勝大会」

において見事優勝した北谷中学校の女子バスケットボールの

生徒達が北谷町長を表敬訪問しました。

キャプテンの直田 幸奈さんは「九州大会で優勝したい。」

と抱負を述べていました。町長は「北谷は小学校、中学校と

もバスケットが強い所である。今後も学校で模範となるよう

に頑張って下さい。」と激励しました。

また、川上 美嬉さん、

川上 麻莉亜さん、安間

志織さんは都道府県対抗

ジュニアバスケットボー

ル大会の沖縄県代表メン

バーにも選ばれています。

これからの活躍を期待

しています。

２月２８日(土)、北谷公園

野球場で中日ドラゴンズ対東

京ヤクルトスワローズのオー

プン戦が行われました。

オープニングセレモニーで

は、栄口区青年会によるエイ

サーが披露され、獅子と共に両軍のマスコットキャラも一緒

になってオープン戦を盛り上げていました。

試合のほうは、ドラゴンズが相手のエラーで６回裏に１点、

８回にホームランで２点を追加しました。

結果は６対３で東京ヤクル

トスワローズの勝利となった

が、会場からは歓声や拍手、

口笛が聞こえオープン戦を楽

しんでいました。

来年こそは中日の勝利を期

待します。

中日ドラゴンズオープン戦中日ドラゴンズオープン戦

フフララッッシシュュ
地域地域

第１０回科学技術論文コンクール第１０回科学技術論文コンクール

３月１０日（火）第１

０回科学技術論文コンク

ールで優秀賞を受賞され

た宮城央子さんが町長を

表敬訪問しました。

宮城さんは桑江中学校

の出身で今年沖縄工業高

等専門学校を卒業します。

宮城さんは「まさか選ばれるとは思わなかったので

うれしかった。この受賞で出会った人々との出会いを

大切にこれからも頑張っていきたい。」と感想を述べら

れました。

宮城さんはがんの研究等に興味があり、その道に進

みたいそうです。これからも目標に向かって頑張って

下さい。

「「ひみつのクッキングひみつのクッキング」」教室教室

３月４日（水）、北谷町

食生活改善推進協議会の

主催した「ひみつのクッ

キング」教室が栄口保育

園で行われました。

先生達と一緒に鰹節を

「１，２，３，４」という元気なかけ声で削り、みそ汁

を作りました。

園児達からは「お母さんのにおいがする。」や、「おう

ちで一緒に作る。」、「おかわりしたい」など楽しそうな

声が聞こえてきました。

今回の教室は園児達に

とって楽しい１日になり

ました。

省エネポスターコンクール省エネポスターコンクール

第１３回学校茶道交流第１３回学校茶道交流

２月２１日（日）、ニライ

センターで「第13回学校茶

道交流」が行われました。

学校茶道交流は幼稚園か

ら小学校、中学校、高等学

校、大学と様々な年齢の学

生が茶道を通して交流する

場です。

今回は、幼稚園と専門学校の「香煎席」、大学と高等学校

の「立礼席」、小学校と中学校の「薄茶席」に分かれて行わ

れました。

ひな祭りをテーマとした席に地域の人達の他にも外人も多

く来ており、国際色豊かな交流会になりました。

緊張した雰囲気の中、清々しい気持ちになれた１日でした。

２月２４日（火）、省エネ

意識の喚起と省エネ行動の

実践を促していくことを目

的とした「平成20年度省エ

ネポスターコンクール」の

沖縄地区表彰式が那覇第２

地方合同庁舎で行われました。

今回、中学生部門の優秀賞に選ばれた北谷中学校の

山川 亜貴さんは、「海の温暖化による珊瑚の白化現象

を伝えたかった。今後も環境

のことを考えていきたい。」と

受賞の感想を述べていました。

受賞おめでとうございます。


